
「
山
ン
本
五
郎
左
衛
門
只
今
退
散
仕
る
」
論
―
―
―

三
島
由
紀
夫
の
「
妖
怪
教
育
」

高

橋

孝

次

一

「
山
ン
本
五
郎
左
衛
門
只
今
退
散
仕
る
―
―
僕
の
怪
奇
映
画
」（『
南
北
』
昭
４３
・
８
）
は
、
江
戸
期
か
ら
人
気
の
高
か
っ
た
平
田

篤
胤
の
聞
書
き
「
稲
生
物
怪
録
」
を
変
奏
し
た
も
の
で
、
稲
垣
足
穂
が
発
表
し
た
テ
ク
ス
ト
の
な
か
で
も
、
も
っ
と
も
よ
く
知
ら
れ

た
作
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。『
一
千
一
秒
物
語
』（
金
星
堂
、
大
１２
・
１
）
や
『
弥
勒
』（
小
山
書
店
、
昭
２１
・
８
）、『
少
年
愛
の
美
学
』

（
徳
間
書
店
、
昭
４３
・
５
）
と
並
ぶ
足
穂
の
代
表
作
で
あ
っ
て
、
以
下
本
稿
で
も
見
て
い
く
よ
う
に
、
論
ぜ
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
。

た
だ
そ
こ
で
、
同
じ
テ
ク
ス
ト
を
論
述
対
象
の
中
心
に
選
び
な
が
ら
「
決
定
稿
が
な
い
」
こ
と
が
し
ば
し
ば
持
ち
出
さ
れ
る
の
は
、

い
さ
さ
か
不
可
解
で
は
あ
る
。

そ
こ
に
は
ま
ず
ひ
と
つ
、
ヴ
ァ
リ
ア
ン
ト
（
異
稿
・
各
次

（
１
）
稿
）
の
数
が
多
い
と
い
う
事
情
が
あ
る
。

「
山
ン
本
五
郎
左
衛
門
只
今
退
散
仕
る
」（
以
下
「
山
ン
本
―
―
」
と
略
記
す
る
）
の
原
型
と
な
っ
た
と
お
ぼ
し
い
最
初
の
テ
ク
ス

ト
は
、「
荒
譚
」（『
新
芸
ト
ツ
プ
』
昭
２４
・
２
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
前
が
き
」「
第
一
話
」「
第
二
話
」「
第
三
話
」
の
四
部
構
成
で
、

化
け
物
譚
の
あ
ら
す
じ
が
語
ら
れ
る
短
い
作
品
で
あ
っ
た
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
昭
和
二
十
三
年
後
半
頃
、
雑
誌
『
小
説
新
潮
』
に

（９９）



原
稿
を
渡
し
た
け
れ
ど
も
、
い
か
な
る
理
由
に
よ
っ
て
か
活
字
化
さ
れ
な
か
っ
た
「
余
は
山
ン
本
五
郎
左
衛
門
と
名
乗
る
」
と
い
う

幻
の
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
も
あ
る
ら
し
い
。
し
か
し
、
よ
う
や
く
テ
ク
ス
ト
が
現
在
の
形
を
お
お
む
ね
整
え
る
の
は
、
足
穂
が
京
都
に

移
っ
た
の
ち
に
書
か
れ
た
「
懐
し
の
七
月
―
―
別
名
「
余
は
山
ン
本
五
郎
左
衛
門
と
名
乗
る
」」（『
作
家
』
昭
３１
・
１２
）
か
ら
で
あ

る
。「
山
ン
本
―
―
」
は
さ
ら
に
そ
の
十
六
年
後
の
改
訂
作
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
す
ぐ
『
ヒ
コ
ー
キ
野
郎
た
ち
』（
新
潮
社
、

昭
和
４４
・
１０
）
に
収
録
さ
れ
、
さ
ら
に
翌
月
『
稲
垣
足
穂
大
全
』
第
三
巻
（
現
代
思
潮
社
、
昭
４４
・
１１
）
に
改
訂
の
上
、
収
録
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
で
も
終
わ
ら
ず
、
二
年
後
に
ま
た
改
題
・
改
訂
作
「
稲
生
家＝

化
物
コ
ン
ク
ー
ル
―A

C
H
R
IST
M
A
S

ST
O
R
Y

―
」（『
海
』
昭
４７
・
１
）
が
発
表
さ
れ
、
こ
れ
も
す
ぐ
単
行
本
『
ミ
シ
ン
と
蝙
蝠
傘
』（
中
央
公
論
社
、
昭
４７
・
１２
）
に

収
録
さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
小
礒
佳
代
子
氏
は
、「
稲
垣
足
穂
の
作
品
に
は
決
定
稿
が
な
い
、
と
い
う
の
は
有
名
な
話
で
あ
る
」
と
し
て
、
こ
れ
ら
の

ヴ
ァ
リ
ア
ン
ト
の
推
移
と
変
化
を
事
細
か
に
追
跡
し
、
そ
こ
か
ら
足
穂
の
改
稿
の
意
図
を
引
き
出
し
、「
稲
生
家＝

化
物
コ
ン
ク
ー

ル
」
に
「
ナ
マ
な
箇
所
」
が
完
全
に
削
除
さ
れ
た
「
抽
象
化
さ
れ
た
「
模
型
世
界
」」
の
体
現
（
決
定
稿
）
を
見
て
い
る
。
だ
が
、

そ
の
論
拠
は
そ
れ
が
生
前
の
最
終
稿
で
あ
る
点
の
み
で
あ
り
、
晩
年
の
作
家
の
意
図
を
中
心
化
し
す
ぎ
て
い
る
き
ら
い
が

（
２
）

あ
る
。
そ

れ
に
対
し
、
同
じ
く
「
決
定
稿
」
に
つ
い
て
検
討
し
た
議
論
に
、
依
藤
亜
弓
「『
山
ン
本
五
郎
左
衛
門
只
今
退
散
仕
る
』
論
―
人
物

造
型
に
み
る
稲
垣
足
穂
の
独
創
性
―
」（『
神
女
大
国
文
』
平
１２
・
３
）
が
あ
る
。
依
藤
氏
は
「
山
ン
本
―
―
」
の
典
拠
と
な
っ
た
平

田
篤
胤
「
稲
生
物
怪
録
」
や
巖
谷
小
波
「
平
太
郎
化
物
日
記
」
と
の
詳
細
な
比
較
考
察
を
通
し
て
、「
山
ン
本
―
―
」
に
お
け
る
「
独

創
性
」
を
検
討
し
て
い
る
。
そ
こ
で
「
各
作
品
は
、
そ
れ
ぞ
れ
足
穂
の
生
前
に
単
行
本
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
内
容
の
差
異
も
小
さ

く
は
な
く
、
ど
れ
を
決
定
稿
と
す
る
か
は
容
易
で
は
な

（
３
）
い
」
と
し
な
が
ら
、
一
般
に
決
定
稿
と
認
知
さ
れ
、
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
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こ
と
に
加
え
、「「
山
ン
本
―
―
」
が
、
片
仮
名
に
よ
る
映
画
性
の
強
調
、
心
情
吐
露
削
除
に
よ
る
〈
小
説
〉
と
し
て
の
虚
構
性
を
確

保
し
て
い
る
点
か
ら
、
本
作
品
を
決
定
稿
と
し
て
扱
う
」
と
し
て
い
る
部
分
は
、
ひ
と
ま
ず
首
肯
で
き
よ
う
。

「
懐
し
の
七
月
」、「
山
ン
本
―
―
」、「
稲
生
家＝

化
物
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
「
稲
生
ヴ
ァ
リ
ア
ン
ト
」
三
篇
を
一
冊
に
ま
と
め
た
『
稲

生
家＝

化
物
コ
ン
ク
ー
ル
』（
人
間
と
歴
史
社
、
平
２
・
９
）
も
あ
る
が
、
三
島
由
紀
夫
編
纂
の
『
日
本
の
文
学
３４

内
田
百
�
・

牧
野
信
一
・
稲
垣
足
穂
』（
中
央
公
論
社
、
昭
４５
・
６
）
な
ど
、
改
め
て
文
学
全
集
や
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
へ
の
収
録
状
況
を
概
観
し
て

も
、「
山
ン
本
―
―
」
が
ほ
ぼ
決
定
稿
と
し
て
選
別
さ
れ
て
い
る
。

ヴ
ァ
リ
ア
ン
ト
（
異
稿
・
各
次
稿
）
の
変
遷
を
追
っ
て
い
け
ば
、
最
終
稿
に
「
作
者
の
意
図
」
な
る
も
の
が
現
前
し
て
し
ま
う
こ

と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
が
、
書
籍
へ
の
収
録
頻
度
か
ら
見
て
も
、
内
容
の
面
か
ら
見
て
も
、「
山
ン
本
―
―
」
を
稲
生
モ
ノ
を
扱
っ

た
足
穂
の
一
連
の
テ
ク
ス
ト
の
決
定
稿
と
見
な
し
て
よ
か
ろ
う
。

だ
が
、「
山
ン
本
―
―
」
完
成
の
あ
と
に
、
本
篇
を
大
幅
に
改
変
し
、
主
と
客
の
問
答
部
分
を
削
り
、
片
仮
名
表
記
を
平
仮
名
表

記
に
変
更
し
た
改
訂
作
が
発
表
さ
れ
、
そ
れ
が
ヴ
ァ
リ
ア
ン
ト
と
し
て
確
認
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
山
ン
本
―
―
」
が

も
っ
と
も
人
口
に
膾
炙
し
た
テ
ク
ス
ト
と
な
っ
た
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
度
外
れ
た
改
稿
癖
で
知
ら
れ
る
足
穂
の
テ
ク
ス
ト
の
、
最

終
稿
を
収
録
す
る
と
い
う
方
針
で
編
ま
れ
た
萩
原
幸
子
編
『
稲
垣
足
穂
全
集
』
第
三
巻
（
筑
摩
書
房
、
平
１２
・
１２
）
で
も
、
解
題
で

は
「
稲
生
家＝

化
物
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
言
及
し
な
が
ら
、「
山
ン
本
―
―
」
を
、
あ
え
て
原
則
を
曲
げ
て
収
録
し
て
い
る
よ
う
に
見

え
る
（「
稲
生
家＝

化
物
コ
ン
ク
ー
ル
」
も
全
集
第
十
三
巻
に
収
録
さ
れ
た
）。

そ
の
疑
問
に
答
え
る
に
は
、「
山
ン
本
―
―
」
と
い
う
テ
ク
ス
ト
に
ま
つ
わ
る
時
代
的
な
刻
印
を
掘
り
起
こ
し
て
お
か
な
け
れ
ば

な
る
ま
い
。
そ
れ
を
象
徴
す
る
の
は
、
い
ち
早
く
「
山
ン
本
―
―
」
を
絶
讃
し
、
名
作
の
座
に
推
し
あ
げ
た
三
島
由
紀
夫
の
存
在
で

（１０１）
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あ
る
。
三
島
由
紀
夫
の
存
在
な
し
に
、「
山
ン
本
―
―
」
は
こ
れ
ほ
ど
高
く
評
価
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
三
島

は
遺
作
と
も
な
っ
た
連
載
評
論
「
小
説
と
は
何
か
」
第
三
・
四
回
（『
波
』
昭
４３
・
１０
、
４４
・
１
）
に
お
い
て
、「
最
近
読
ん
だ
小
説

の
う
ち
、
こ
れ
こ
そ
疑
い
よ
う
の
な
い
傑
作
」
と
し
て
当
時
復
刻
さ
れ
た
国
枝
史
郎
『
神
州
纐
纈
城
』（
桃
源
社
、
昭
４３
・
９
）
と

と
も
に
本
作
を
挙
げ
、
連
載
二
回
分
に
ま
た
が
り
、
紙
幅
の
大
半
を
「
山
ン
本
―
―
」
の
絶
讃
に
費
や
し
て
い
る
。
時
評
に
近
い
反

応
の
早
さ
で
あ
る
が
、
連
載
第
四
回
で
は
す
で
に
「
山
ン
本
―
―
」
の
原
典
で
あ
る
平
田
篤
胤
「
稲
生
物
怪
録
」
と
の
比
較
考
証
ま

で
試
み
て
い
る
。

昭
和
四
十
三
（
一
九
六
八
）
年
五
月
に
は
『
少
年
愛
の
美
学
』
が
刊
行
さ
れ
、
七
月
と
九
月
に
雑
誌
『
南
北
』
で
「
小
特
集
・
稲

垣
足
穂
」、「
特
集
・
稲
垣
足
穂
」
が
ほ
ぼ
連
続
し
て
組
ま
れ
、
翌
年
に
は
同
じ
く
三
島
の
強
い
推
輓
に
よ
り
『
少
年
愛
の
美
学
』
で

足
穂
は
、
新
潮
社
主
催
第
一
回
日
本
文
学
大
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。
三
島
は
さ
ら
に
「
山
ン
本
―
―
」
が
収
録
さ
れ
た
『
ヒ
コ
ー
キ

野
郎
た
ち
』（
前
掲
）
の
帯
文
に
「
稲
垣
足
穂
頌
」
を
贈
り
、
三
島
自
決
の
年
と
な
る
昭
和
四
十
五
年
に
は
『
日
本
の
文
学
３４
』（
前

掲
）
に
三
島
独
自
の
「
編
集
プ
ラ
ン
」
で
も
っ
て
足
穂
の
テ
ク
ス
ト
七
篇
を
配
列
し
、
高
い
調
子
で
足
穂
を
称
揚
、
再
評
価
を
促
す

解
説
を
残
し
て
い
る
。
同
書
の
月
報
に
掲
げ
ら
れ
た
澁
澤
龍
�
と
の
対
談
「
タ
ル
ホ
の
世
界
」
の
有
名
な
一
節
、「
ぼ
く
は
こ
れ
か

ら
の
人
生
で
な
に
か
愚
行
を
演
ず
る
か
も
し
れ
な
い
。（
中
略
）
た
だ
、
も
し
そ
う
い
う
こ
と
を
し
て
、
日
本
じ
ゅ
う
が
笑
っ
た
場

合
に
、
た
っ
た
一
人
わ
か
っ
て
く
れ
る
人
が
稲
垣
さ
ん
だ
と
い
う
確
信
が
、
僕
は
あ
る
ん
だ
。」
と
い
う
言
葉
が
語
ら
れ
た
の
は
、

三
島
自
決
の
半
年
前
の
こ
と
だ
っ
た
。

一
九
七
〇
年
代
の
出
版
動
向
が
つ
く
り
だ
し
た
「
異
端
文
学
ブ
ー

（
４
）
ム
」
に
先
駆
け
、
稲
垣
足
穂
の
再
評
価
が
高
ま
っ
た
六
〇
年
代

末
に
発
表
さ
れ
、
比
較
的
読
み
や
す
い
物
語
性
を
も
っ
た
、
足
穂
の
代
表
作
と
し
て
受
容
さ
れ
た
の
が
「
山
ン
本
―
―
」
で
あ
り
、
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そ
の
受
容
は
三
島
由
紀
夫
の
強
力
な
支
持
が
表
明
さ
れ
た
批
評
と
分
か
ち
が
た
い
関
係
で
結
ば
れ
て
い
る
。

近
年
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
流
通
し
、
こ
れ
ま
で
に
数
多
く
の
書
き
手
に
よ
っ
て
変
奏
さ
れ
て
き
た
稲
生
モ
ノ
を
集
成
し
た
ア
ン
ソ

ロ
ジ
ー
と
、
稲
生
モ
ノ
に
新
た
に
取
材
し
た
創
作
を
集
成
し
た
浩
瀚
な
二
巻
本
、
東
雅
夫
編
『
稲
生
モ
ノ
ノ
ケ
大
全
』
陰
之
巻
・
陽

之
巻
（
毎
日
新
聞
社
、
平
１５
・
９
、
平
１７
・
５
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
そ
こ
に
は
足
穂
の
「
懐
し
の
七
月
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、

『
陰
之
巻
』
の
編
者
に
よ
る
「
解
説
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
。

近
世
に
お
け
る
稲
生
物
語
普
及
の
功
労
者
が
平
田
篤
胤
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
現
代
に
お
け
る
そ
れ
は
、
間
違
い
な
く
本
篇
の

作
者
に
帰
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
改
作
癖
の
あ
っ
た
タ
ル
ホ
は
、
本
篇
を
二
度
に
わ
た
り
書
き
直
し
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
う
ち
最

も
人
口
に
膾
炙
し
て
い
る
と
お
ぼ
し
い
「
山
ン
本
五
郎
左
衛
門
只
今
退
散
仕
る
」
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
で
、
は
じ
め
て
稲
生
の
物
語

に
接
し
た
読
者
は
少
な
く
な
い
こ
と
と
察
せ
ら
れ
る
。
か
く
申
す
私
も
、
そ
の
ひ
と
り
で
あ
る
。

そ
し
て
、「
本
篇
が
絶
大
な
ポ
ピ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
を
獲
得
し
た
要
因
の
ひ
と
つ
」
と
し
て
三
島
の
『
小
説
と
は
何
か
』（
新
潮
社
、
昭

４７
・
３
）
で
の
分
析
を
挙
げ
、「
私
が
本
書
を
編
む
に
至
っ
た
そ
も
そ
も
の
き
っ
か
け
は
、
右
の
指
摘
が
も
た
ら
し
た
深
甚
な
衝
撃

に
発
す
る
の
か
も
知
れ
な
い
」
と
言
い
添
え
ら
れ
て
い
る
。「
絶
大
な
ポ
ピ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
」
で
あ
る
と
か
「
深
甚
な
衝
撃
」
と
い
う

の
は
や
や
物
々
し
い
口
吻
で
は
あ
る
が
、「
山
ン
本
―
―
」
に
つ
い
て
の
証
言
に
、
導
き
の
糸
と
し
て
の
三
島
の
批
評
が
強
く
結
び

つ
い
て
い
る
こ
と
が
は
っ
き
り
確
認
で
き
る
。

同
書
に
は
同
じ
く
稲
生
モ
ノ
に
取
材
し
た
泉
鏡
花
『
草
迷
宮
』（
春
陽
堂
、
明
４１
・
１
）
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
三
島
が
「
山
ン

本
―
―
」
を
言
祝
い
だ
よ
う
に
、
澁
澤
は
「
思
考
の
紋
章
学

ラ
ン
プ
の
廻
転
」（『
文
藝
』
昭
５０
・
１０
）
で
冒
頭
に
三
島
の
『
小
説

と
は
何
か
』
を
引
き
つ
つ
、『
草
迷
宮
』
の
迷
宮
的
な
螺
旋
構
造
と
葉
越
明
の
退
行
の
夢
に
つ
い
て
分
析
し
、
新
た
に
幻
想
文
学
の
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傑
作
と
し
て
定
位
し
た
。
さ
ら
に
寺
山
修
司
が
一
九
七
九
年
に
制
作
、
没
後
の
八
三
年
に
日
本
で
も
公
開
さ
れ
た
映
画
『
草
迷
宮
』

で
広
く
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
て
そ
の
典
拠
た
る
稲
生
モ
ノ
は
、
一
九
七
〇
年
代
に
登
場
し
た
「
幻
想
文
学
」
と
い
う
枠

組
み
の
な
か
に
、
確
固
と
し
た
地
位
を
築
い
た
の
で
あ
る
。

「
山
ン
本
―
―
」
は
、
そ
の
後
も
改
題
、
改
訂
さ
れ
て
は
い
る
が
、「
作
者
の
意
図
」
の
図
式
を
越
え
て
、
三
島
ら
の
準
備
し
た
六

〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
に
か
け
て
の
「
タ
ル
ホ
・
ブ
ー

（
５
）
ム
」、
あ
る
い
は
「
異
端
文
学
ブ
ー
ム
」
に
お
け
る
象
徴
的
な
テ
ク
ス
ト
で

あ
り
、
澁
澤
や
種
村
季
弘
、
由
良
君
美
と
い
っ
た
外
国
文
学
研
究
者
ら
が
日
本
近
代
文
学
に
新
た
に
持
ち
込
ん
だ
、「
幻
想
文
学
」

と
い
う
普
遍
的
な
枠
組
み
の
導
入
期
に
見
出
さ
れ
た
テ
ク
ス
ト
と
し
て
も
、
文
学
史
上
独
自
の
位
置
を
持
つ
と
い
っ
て
い
い
。

本
稿
で
は
、「
山
ン
本
―
―
」
の
評
価
を
決
定
付
け
た
三
島
の
批
評
に
重
心
を
置
き
、
誤
解
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
そ
の
意
味
を
再

び
探
る
と
と
も
に
、
な
ぜ
事
実
上
決
定
稿
と
見
ら
れ
る
完
成
度
を
持
っ
た
「
山
ン
本
―
―
」
を
足
穂
は
さ
ら
に
改
訂
し
た
の
か
。
メ

タ
テ
ク
ス
ト
と
も
い
う
べ
き
あ
と
が
き
部
分
や
「
稲
生
家＝

化
物
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
検
証
す
る
こ
と
で
、
ま
っ
た
く
別
の
、
壮
大
な

る
構
想
へ
と
「
山
ン
本
―
―
」
が
接
続
さ
れ
て
い
く
、
そ
の
過
程
を
追
っ
て
み
た
い
。

二

三
島
の
期
待
に
反
し
て
、
三
島
の
自
決
後
に
足
穂
は
「
三
島
ぼ
し
隕
つ
」（『
潮
』
昭
４６
・
２
）
を
書
き
、「
彼
の
書
く
も
の
に
は

郷�

愁�

が
欠
け
て
い
る
。
な�

つ�

か�

し�

い�

も�

の�

が
少
し
も
な
い
。
書
け
ば
書
く
だ
け
作�

り�

物�

に
な
り
、
こ
う
し
て
特
に『
金
閣
寺
』以
後
、

彼
の
作
品
は
荒
涼
無
慙
な
仇
花
と
成
り
は
て
て
し
ま
っ
た
。（
傍
点
原
文
）」「
死
な
ど
初
め
か
ら
相
手
に
し
な
け
れ
ば
よ
い
の
に
、
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彼
ら
に
は
そ
れ
が
出
来
な
く
て
、
い
つ
も
死
に
追
い
付
こ
う
追
い
付
こ
う
と
焦
っ
て
い
る
。
三
島
由
紀
夫
の
場
合
は
、
怖
さ
の
余
り

に
我
か
ら
死
に
飛
び
付
い
た
よ
う
な
も
の
だ
。」
と
容
赦
の
な
い
言
葉
を
浴
び
せ
て
い
る
。
ま
た
「
三
島
ぼ
し
隕
つ
」
に
よ
れ
ば
、

前
掲
の
対
談
「
タ
ル
ホ
の
世
界
」
で
「
ま
こ
と
に
神
経
が
行
届
い
た
好
意
を
示
し
」
た
三
島
が
、
自
決
の
ひ
と
月
前
に
あ
た
る
「
十

月
二
日
に
は
人
を
介
し
て
、「
イ
ナ
ガ
キ
文
学
で
は
初
期
の
ヒ
コ
ー
キ
と
取
組
む
部
分
以
外
は
、
自
分
は
認
め
な
い
」
と
云
っ
て
よ

こ
し
た
」
と
も
あ
っ
て
、
単
純
に
三
島
が
足
穂
を
慕
い
、
足
穂
が
三
島
を
軽
蔑
し
て
い
た
と
い
う
関
係
を
想
定
す
る
こ
と
も
で
き
な

い
。む

し
ろ
、
足
穂
は
三
島
の
批
評
家
と
し
て
の
「
直
観
力
」
を
大
い
に
買
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。「
鼻
高
天
狗
は
ニ
セ
天
狗
」（『
海
』

昭
４７
・
１１
）
の
「
ま
く
ら
」
で
は
、
三
島
の
直
観
力
に
感
心
し
た
と
し
て
、
第
十
四
次
『
新
思
潮
』
の
た
め
に
昭
和
二
十
三
年
頃
三

島
が
口
述
し
た
「
ク
ナ
ー
ベ
ン
リ
ー
ベ
」
と
い
う
「
稲
垣
足
穂

（
６
）
論
」
の
原
稿
を
長
々
と
引
用
し
、
早
く
か
ら
足
穂
の
世
界
に
深
い
理

解
を
示
し
、
尚
か
つ
意
を
尽
し
た
三
島
の
言
葉
を
拾
い
上
げ
て
も
い
る
。
ま
た
、
自
作
解
説
を
集
め
た『
タ
ル
ホ＝

コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
』

（
文
藝
春
秋
、
昭
４６
・
４
）
の
な
か
で
、「
地
球
」（『
新
潮
』
昭
１５
・
５
）
に
つ
い
て
「
三
島
由
紀
夫
は
、
こ
れ
を
中
央
公
論
社
の

『
日
本
の
文
学
』
の
中
に
選
ん
で
い
る
か
ら
、
ま
ず
ま
ず
と
云
っ
た
と
こ
ろ
」
な
ど
と
何
気
な
く
書
き
と
め
て
い
る
と
こ
ろ
な
ど
か

ら
も
、
三
島
の
批
評
眼
へ
の
信
頼
は
小
さ
く
な
い
こ
と
が
窺
え
る
。

ま
た
、
後
述
す
る
が
、
足
穂
が
稲
生
モ
ノ
に
つ
い
て
語
っ
た
テ
ク
ス
ト
「
梵
天
の
使
者
―
―
谷
崎
潤
一
郎
か
ら
の
コ
ピ
ー
」（
稲

垣
足
穂
『
男
性
に
お
け
る
道
徳
』
所
収
、
中
央
公
論
社
、
昭
４９
・
６
）
の
な
か
で
、「
生
前
の
三
島
由
紀
夫
の
お
気
に
入
り
で
、
彼

が
い
ろ
い
ろ
と
Ｐ
Ｒ
し
て
く
れ
て
い
る
『
山
ン
本
五
郎
左
衛
門
只
今
退
散
仕
る
』
で
あ
る
か
ら
、
改
め
て
説
明
す
る
ま
で
も
な
か
ろ

う
。」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
足
穂
自
身
、
三
島
の
批
評
が
「
山
ン
本
―
―
」
の
評
価
を
決
定
付
け
た
こ
と
に
意
識
的
で
あ
っ
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た
こ
と
は
疑
い
え
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、「
山
ン
本
―
―
」
の
内
容
を
、「
梵
天
の
使
者
」
の
な
か
で
、
三
島
の
批
評
中
の
「
妖
怪

教
育
」
と
い
う
四
文
字
で
要
約
し
て
さ
え
い
る
。「
山
ン
本
―
―
」
が
、
当
の
作
者
に
と
っ
て
も
、
三
島
の
批
評
と
分
か
ち
が
た
い

テ
ク
ス
ト
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
証
左
で
あ
ろ
う
。

で
は
、
足
穂
も
認
め
て
い
る
三
島
の
「
山
ン
本
―
―
」
評
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
大
ま
か
に
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。「
小

説
と
は
何
か
」
に
お
け
る
三
島
の
批
評
は
そ
も
そ
も
、「
山
ン
本
―
―
」
を
「
小
説
と
は
何
か
」
と
い
う
普
遍
的
な
問
い
の
、
理
想

的
な
作
品
例
と
し
て
挙
げ
、
分
析
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

稲
垣
氏
は
こ
の
荒
唐
無
稽
な
化
物
咄
の
中
に
、
ち
ゃ
ん
と
リ
ア
リ
ズ
ム
も
盛
り
込
め
ば
、
告
白
も
成
就
し
て
い
る
の
み
な
ら

ず
、
読
者
を
し
て
、
作
中
人
物
へ
の
感
情
移
入
か
ら
、
一
転
し
て
、
主
題
に
覚
醒
せ
し
め
、
し
か
も
読
者
自
ら
を
、
山
ン
本
と

い
う
、「
物
語
の
完
成
者
で
あ
り
破
壊
者
で
あ
る
と
こ
ろ
の
不
可
知
の
存
在
」
に
化
身
せ
し
め
、
以
て
読
者
の
魂
を
天
外
へ
拉

し
去
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
こ
そ
正
に
小
説
の
機
能
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
も
稲
垣
氏
は
、
決
し
て
観
念
的
な
あ
る
い
は
詩
的
な
文
体
を
用
い

ず
、
何
一
つ
解
説
も
せ
ず
、
思
想
も
説
か
ず
、
一
見
平
板
な
、
い
か
に
も
豪
胆
な
少
年
の
呑
気
な
観
察
を
思
わ
せ
る
抒
述
の
う

ち
に
、
ど
こ
と
は
な
し
に
西
洋
風
な
ハ
イ
カ
ラ
味
を
漂
わ
せ
て
、
悠
々
と
一
篇
の
物
語
を
語
り
終
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

三
島
は
「
山
ン
本
―
―
」
が
「
小
説
」
と
し
て
の
機
能
を
十
全
に
備
え
、
か
つ
、
そ
の
叙
述
が
シ
ン
プ
ル
で
、
独
特
の
喚
起
力
を

も
つ
こ
と
に
手
放
し
で
讃
辞
を
贈
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
山
ン
本
―
―
」
に
お
け
る
典
拠
考
察
に
関
し
て
も
、
い
ち
早
く
目
を
光
ら

せ
、
実
際
に
平
田
篤
胤
の
「
稲
生
物
怪
録
」
と
対
照
さ
せ
つ
つ
、
足
穂
の
着
想
を
一
息
に
ま
と
め
て
い
る
。

何
の
こ
と
は
な
い
、
稲
垣
氏
の
名
文
は
、
単
な
る
現
代
語
訳
で
、
そ
れ
も
人
に
よ
っ
て
は
、
原
文
の
ほ
う
が
は
る
か
に
名
文
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だ
と
い
う
人
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
稲
垣
氏
の
換
骨
奪
胎
の
才
能
を
知
る
に
は
、
そ
こ
で
速
断
を
下
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
神
韻
縹
渺
た
る

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
効
果
あ
ら
し
め
、
且
つ
こ
れ
に
西
欧
の
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
文
学
の
味
わ
い
を
加
え
る
た
め
に
、
氏
は
十
分
計

算
し
て
布
石
を
打
ち
、
独
特
の
ア
ン
チ
・
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
書
き
加
え
て
、
素
朴
な
怪
異
譚
を
哲
学
的
な
愛
の
物
語
に
変

え
、
み
ご
と
に

マ
マ

自
己
薬
籠
中
の
も
の
に
し
た
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。

三
島
の
こ
の
批
評
以
降
、「
山
ン
本
―
―
」
の
論
評
は
い
ず
れ
も
、
典
拠
と
の
比
較
考
察
か
ら
足
穂
の
現
代
語
訳
に
隠
さ
れ
た
オ

リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
探
り
つ
づ
け
る
こ
と
に
な
る
。
で
は
そ
の
「
素
朴
な
怪
異
譚
を
哲
学
的
な
愛
の
物
語
に
変
え
、
み
ご
と
に

マ
マ

自
己
薬

籠
中
の
も
の
に
し
た
」
と
い
う
「
独
特
の
ア
ン
チ
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
」
と
は
一
体
ど
ん
な
も
の
だ
っ
た
の
か
。

平
太
郎
に
と
っ
て
妖
怪
と
の
常
な
ら
ぬ
生
活
と
山
ン
本
の
来
訪
と
は
、
実
は
彼
の
二
度
と
か
え
ら
ぬ
少
年
期
を
象
徴
す
る
も
の

で
は
な
か
っ
た
か
。
そ
の
短
い
時
期
を
選
ん
で
、
魔
は
人
間
と
の
も
っ
と
も
清
澄
な
交
会
を
成
就
し
、
平
太
郎
は
又
、
人
間
の

常
凡
な
社
会
生
活
の
虚
偽
を
前
以
て
徹
底
的
に
学
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
稲
垣
氏
は
、
逆
の
教
養
小
説
を
、
妖

怪
教
育
に
よ
る
詩
と
可
能
性
の
無
限
の
発
見
を
企
て
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ほ
ど
夥
し
い
妖
魔
の
跳
梁
は
、

試
煉
で
は
な
く
て
、
教
育
で
あ
り
、
懲
ら
し
め
で
は
な
く
て
、
愛
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
小
説
の
後
註
に
、
氏
は
い
か

に
も
氏
ら
し
い
抒
情
的
な
唐
突
さ
で
、「
一
体
、
愛
の
経
験
は
、
あ
と
で
は
そ
れ
が
な
く
て
は
堪
え
ら
れ
な
く
な
る
と
い
う
欠

点
を
持
っ
て
い
る
」
と
追
記
し
て
い
る
。（
傍
線
引
用
者
、
以
下
同
じ
）

「
独
特
の
ア
ン
チ
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
」
は
こ
こ
で
、「
逆
の
教
養
小
説
」、
あ
る
い
は
「
愛
の
経
験
」
と
し
て
の
「
妖
怪
教
育
に
よ

る
詩
と
可
能
性
の
無
限
の
発
見
」
と
評
さ
れ
て
い
る
。
力
強
い
批
評
で
あ
る
反
面
、
詳
し
い
解
説
を
一
切
交
え
な
い
言
い
回
し
の
た
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め
に
少
々
意
味
深
長
な
一
節
で
も
あ
る
。
次
節
で
は
、
こ
の
三
島
の
示
し
た
「
逆
の
教
養
小
説
」、「
妖
怪
教
育
に
よ
る
詩
と
可
能
性

の
無
限
の
発
見
」
の
意
味
に
つ
い
て
、
テ
ク
ス
ト
に
即
し
て
検
証
し
て
い
こ
う
。

三

「
山
ン
本
―
―
」
は
、
平
太
郎
が
隣
家
に
住
む
力
自
慢
の
相
撲
取
り
、
権
八
と
肝
試
し
で
百
物
語
を
し
、
籤
に
当
た
っ
た
平
太
郎

が
、
ふ
れ
れ
ば
物
の
怪
が
憑
く
と
い
う
比
熊
山
の
古
塚
へ
焼
印
を
結
び
つ
け
に
行
っ
た
こ
と
に
端
を
発
し
た
、
稲
生
家
の
麦
蔵
屋
敷

に
七
月
の
一
ケ
月
も
の
間
、
多
種
多
彩
な
化
け
物
た
ち
が
日
毎
夜
毎
あ
ら
わ
れ
る
目
眩
く
怪
異
譚
で
あ
る
。
多
く
の
大
人
た
ち
が
打

ち
続
く
怪
異
の
噂
を
聞
き
つ
け
、
と
き
に
は
神
仏
の
加
護
を
盾
に
、
稲
生
家
へ
夜
伽
に
や
っ
て
く
る
が
、
い
ず
れ
も
詮
方
な
く
化
け

物
に
追
い
返
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
れ
に
対
し
て
平
太
郎
は
、
ひ
と
り
稲
生
家
に
あ
っ
て
、
化
け
物
た
ち
の
饗
宴
に
臆
す
る
こ
と
な
く

一
ケ
月
を
堪
え
抜
く
。
す
る
と
化
け
物
た
ち
の
頭
領
、
山
ン
本
五
郎
左
衛
門
が
姿
を
現
し
、
つ
い
に
平
太
郎
に
根
負
け
し
た
こ
と
を

伝
え
、
そ
の
証
拠
に
手
槌
を
残
し
て
、
柱
を
打
て
ば
い
つ
で
も
や
っ
て
く
る
と
約
し
て
去
る
。
あ
ら
す
じ
は
以
上
の
よ
う
な
も
の
で

あ
る
が
、
数
あ
る
「
稲
生
物
怪
録
」
を
変
奏
し
た
怪
談
の
う
ち
で
、
本
作
が
「
山
ン
本
五
郎
左
衛
門
只
今
退
散
仕
る
」
と
い
う
タ
イ

ト
ル
を
持
つ
の
は
、
山
ン
本
五
郎
左
衛
門
が
平
太
郎
の
も
と
を
去
る
最
後
の
場
面
に
、
作
品
の
肝
を
み
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ

れ
に
よ
っ
て
、
平
太
郎
と
山
ン
本
五
郎
左
衛
門
と
の
関
係
に
読
者
の
注
意
が
そ
そ
が
れ
る
こ
と
に
も
な
る
。

で
は
、
物
語
の
主
人
公
た
る
平
太
郎
は
、
ど
の
よ
う
に
造
型
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

僕
ノ
父
、
稲
生
武
左
衛
門
ハ
四
十
過
ギ
マ
デ
子
供
ガ
無
カ
ツ
タ
ノ
デ
、
家
中
ノ
山
中
源
七
ノ
次
男
新
八
（
コ
ノ
兄
ヲ
源
太
夫
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ト
云
ウ
）
ヲ
迎
エ
タ
所
、
三
、
四
年
経
ツ
テ
、
享
保
十
九
年
ニ
僕
ガ
生
レ
タ
。
ソ
シ
テ
僕
ガ
十
二
歳
ニ
ナ
ツ
タ
時
、
弟
ノ
勝
弥

ガ
出
来
タ
。
然
シ
間
モ
ナ
ク
僕
ラ
ノ
両
親
ハ
亡
ク
ナ
ツ
タ
ノ
デ
、
家
督
ハ
新
八
ガ
継
イ
ダ
。
所
ガ
又
四
、
五
年
ノ
後
ニ
新
八
ガ

フ
ラ
フ
ラ
病
イ
ニ
罹
リ
、
当
分
実
家
デ
養
生
ス
ル
ト
イ
ウ
始
末
ニ
ナ
ツ
タ
。
ソ
コ
デ
僕
ガ
五
歳
ニ
ナ
ル
勝
弥
ヲ
養
育
シ
、
権
平

ヲ
召
使
ウ
テ
、
稲
生
ノ
家
ニ
住
ミ
続
ケ
ル
コ
ト
ニ
ナ
ツ
タ
。（
一
日
、
一
〇
四

（
７
）
頁
）

こ
の
よ
う
に
、
平
太
郎
は
、
両
親
を
既
に
亡
く
し
、
家
督
を
継
い
だ
義
理
の
兄
は
病
に
伏
し
、
弟
は
ま
だ
幼
く
、
十
六
歳
で
ひ
と

り
稲
生
家
を
守
る
少
年
と
し
て
造
型
さ
れ
て
い
る
。
病
弱
な
義
理
の
兄
に
代
わ
っ
て
い
ず
れ
は
家
督
を
継
ぐ
で
あ
ろ
う
平
太
郎
は
、

い
わ
ば
暫
定
的
に
家
長
代
理
と
し
て
稲
生
家
を
守
っ
て
い
る
が
、「
平
太
郎
」
と
い
う
幼
名
が
示
す
通
り
、
ま
だ
元
服
を
終
え
て
い

な
い
、
過
渡
的
で
不
安
定
な
年
頃
で
も
あ
る
。
家
長
と
し
て
の
地
位
も
ま
ま
な
ら
ず
、
不
安
定
な
あ
わ
い
に
置
か
れ
て
い
る
平
太
郎

は
、
魔
に
魅
入
ら
れ
る
、
物
の
怪
に
選
ば
れ
る
資
格
を
十
分
に
備
え
た
主
人
公
で
あ
る
と
い
え
る
。

一
方
で
、
大
人
た
ち
の
な
か
で
も
、
象
徴
的
な
人
物
と
し
て
力
自
慢
の
権
八
を
平
太
郎
と
対
照
的
に
配
し
、
平
太
郎
と
大
人
た
ち

の
化
け
物
た
ち
に
対
す
る
身
の
処
し
方
の
違
い
が
浮
き
立
た
せ
て
あ
る
。

隣
家
ノ
権
八
ト
イ
ウ
ノ
ハ
、
コ
ノ
三
次
郡
布
野
村
ノ
生
レ
デ
、
丈
高
ク
相
撲
好
キ
デ
、
十
七
才
カ
ラ
諸
国
ヲ
修
行
シ
、
後
ニ
ハ

或
家
中
ニ
召
抱
エ
ラ
レ
テ
三
津
井
権
八
ト
名
乗
ツ
タ
（
中
略
）
彼
ノ
相
撲
ハ
有
名
ナ
モ
ノ
デ
、
安
芸
広
島
ノ
「
磯
ノ
上
」「
乱

獅
子
」
ナ
ド
イ
ウ
相
撲
取
リ
ガ
寒
稽
古
ニ
集
ツ
タ
時
モ
、
三
ツ
井
ハ
先
生
株
デ
ア
ル
。（
一
日
、
一
〇
四
頁
）

蟹
ノ
ヨ
ウ
ナ
眼
玉
ガ
ツ
イ
テ
イ
テ
、
睨
ミ
ナ
ガ
ラ
権
八
ノ
方
ヘ
迫
ツ
テ
ク
ル
ノ
デ
、
慌
テ
テ
彼
ハ
刀
ヲ
取
ロ
ウ
ト
シ
タ
ガ
、
僕

ハ
ソ
レ
ヲ
押
シ
止
メ
タ
。（
中
略
）三
ツ
井
権
八
ハ
ア
レ
カ
ラ
直
グ
帰
リ
、
境
モ
ヤ
ツ
テ
キ
タ
ガ
、
夜
中
ハ
余
リ
伺
ハ
レ
ナ
イ
、

ト
断
リ
ヲ
述
ベ
タ
。
先
夜
以
来
微
熱
ガ
ア
ツ
テ
心
地
ガ
ス
グ
レ
ナ
イ
カ
ラ
、
夜
間
ハ
外
出
セ
ズ
ニ
養
生
シ
タ
イ
ト
云
ウ
ノ
ダ
ツ
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タ
。（
五
日
、
一
〇
九
頁
）

コ
ノ
権
八
ハ
三
ツ
井
ト
名
乗
ツ
テ
名
高
カ
ツ
タ
オ
相
撲
ダ
ツ
タ
ガ
、
今
回
ノ
怪
異
ノ
気
ニ
打
タ
レ
タ
ノ
デ
ア
ロ
ウ
カ
。
僕
ノ
宅

ノ
家
鳴
鳴
動
ス
ル
ノ
ガ
心
ニ
懸
リ
、
口
惜
シ
ク
思
ウ
度
毎
ニ
熱
ガ
出
テ
ト
ウ
�
�
九
月
ノ
初
旬
ニ
亡
ク
ナ
ツ
タ
。
未
ダ
四
十
ニ

足
ラ
ヌ
大
男
、
力
ア
ク
マ
デ
強
カ
ツ
タ
ガ
、
邪
気
ヲ
受
ケ
乍
ラ
当
分
ノ
事
ダ
ト
押
シ
付
ケ
、
其
儘
ニ
シ
タ
カ
ラ
デ
ア
ロ
ウ
カ
。

何
ト
モ
気
ノ
毒
千
万
ナ
事
デ
ア
ツ
タ
（
二
十
五
日
、
一
三
二
〜
三
頁
）

「
少
年
」
で
あ
る
平
太
郎
と
、「
大
人
」（
で
あ
る
権
八
）
の
対
比
構
造
に
つ
い
て
は
、
川
村

（
８
）

湊
氏
、
依
藤
氏
（
前
掲
）
ら
に
よ
っ

て
す
で
に
検
証
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
力
自
慢
の
権
八
を
は
じ
め
、
神
仏
の
加
護
を
持
ち
出
し
て
怪
異
に
対
抗
し
よ
う
と
す
る
大
人

は
、
事
も
な
く
追
い
返
さ
れ
て
し
ま
い
、
権
八
に
至
っ
て
は
、
怪
異
が
元
で
死
ん
で
し
ま
う
。
で
は
、
平
太
郎
は
そ
の
よ
う
な
恐
ろ

し
い
化
け
物
た
ち
や
日
毎
の
怪
異
に
ど
の
よ
う
に
身
を
処
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

僕
ハ
思
ワ
ズ
、
コ
レ
ハ
鮮
ヤ
カ
ナ
手
品
ダ
ト
独
言
シ
テ
横
ニ
ナ
ツ
タ
。（
三
日
、
一
〇
八
頁
）

可
笑
シ
ナ
コ
ト
デ
ア
ル
ダ
ケ
此
儘
ニ
捨
テ
置
イ
テ
モ
良
イ
事
ダ
ツ
タ
。（
三
日
、
一
〇
八
頁
）

漸
ク
明
方
ニ
ナ
リ
、
タ
ト
エ
顔
ニ
サ
ワ
ツ
テ
モ
、
又
跳
ネ
歩
イ
テ
モ
、
ソ
レ
丈
ノ
話
ダ
ト
思
イ
定
メ
テ
打
ツ
チ
ヤ
ツ
テ
置
イ
タ

ガ
、
首
々
モ
手
モ
次
第
ニ
消
エ
テ
シ
マ
ツ
タ
。
以
後
相
手
ニ
ナ
ラ
ヌ
ガ
一
等
良
イ
ト
云
ウ
コ
ト
ヲ
、
僕
ハ
愈
々
確
メ
タ
。（
七

日
、
一
一
一
頁
）

輪
違
イ
先
生
達
ト
共
ニ
吹
出
シ
乍
ラ
、
寝
床
ニ
入
ツ
タ
。（
十
七
日
、
一
二
〇
頁
）

僕
ハ
可
笑
シ
ク
テ
堪
ラ
ナ
カ
ツ
タ
（
二
十
三
日
、
一
三
〇
頁
）

平
太
郎
は
怪
異
に
対
す
る
対
処
法
を
い
ち
早
く
発
見
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
化
け
物
や
怪
異
に
対
し
「
相
手
ニ
ナ
ラ
ヌ
」、
と
い
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う
消
極
的
、
受
動
的
な
態
度
を
と
る
こ
と
で
あ
る
。
大
人
た
ち
の
よ
う
に
力
任
せ
に
化
け
物
に
対
抗
す
れ
ば
、
化
け
物
へ
向
け
た
力

は
そ
れ
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
、
そ
の
ま
ま
自
分
の
方
へ
還
っ
て

（
９
）

く
る
こ
と
を
、
七
日
目
に
は
す
で
に
平
太
郎
は
感
じ
取
っ
て

い
る
。
そ
の
後
も
平
太
郎
は
、
と
き
に
怪
異
に
た
ぶ
ら
か
さ
れ
、
翻
弄
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
し
ま
い
に
は
反
対
に
化
け
物
と
一

緒
に
な
っ
て
大
人
た
ち
の
驚
き
よ
う
に
吹
き
出
し
た
り
、
笑
い
転
げ
た
り
す
る
よ
う
な
存
在
と
し
て
描
か
れ
る
。
こ
こ
に
至
る
と
、

平
太
郎
は
化
け
物
に
対
し
て
消
極
的
、
受
動
的
な
態
度
を
と
っ
て
い
る
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
、
限
り
な
く
化
け
物
に
近
い
存
在
へ

と
近
付
い
て
い
る
。
そ
し
て
次
第
に
稲
生
家
の
麦
蔵
屋
敷
に
は
、
昼
夜
の
別
な
く
怪
異
が
顕
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
ま
で
薄
い
蚊

帳
と
い
う
、
あ
る
か
な
き
か
の
障
壁
の
な
か
で
、
魔
の
時
間
で
あ
る
夜
を
や
り
過
ご
せ
ば
よ
か
っ
た
は
ず
が
、
稲
生
家
の
屋
敷
と
い

う
空
間
自
体
が
、
だ
ん
だ
ん
と
一
箇
の
異
界
に
変
じ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
、
平
太
郎
が
化
け
物
的
な
存
在
に
近

付
い
て
い
く
過
程
に
相
関
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
稲
生
家
の
屋
敷
は
、
こ
の
世
な
ら
ぬ
異
界
に
著
し
く
境
界
を
侵
蝕
さ
れ
た
空
間
と

な
っ
て
い
く
。

さ
て
、
一
ケ
月
の
化
け
物
騒
動
を
乗
り
越
え
る
と
、
い
よ
い
よ
山
ン
本
五
郎
左
衛
門
の
登
場
と
な
る
。

タ
ト
エ
ド
ン
ナ
事
ガ
ア
ツ
テ
モ
、
性
根
サ
エ
見
現
ワ
シ
タ
ナ
ラ
バ
対
策
モ
ア
ル
ト
思
ツ
テ
イ
ル
ト
、
何
ダ
カ
気
持
ノ
悪
イ
風
ガ

渡
ツ
テ
来
テ
、
星
ノ
光
ノ
様
ナ
モ
ノ
ガ
数
々
燦
メ
キ
出
シ
、
ソ
ノ
跡
ハ
蛍
ノ
乱
レ
飛
ブ
様
ニ
見
エ
テ
、
何
ト
ナ
ク
哀
レ
ニ
物
寂

シ
ク
心
細
ク
覚
エ
タ
ガ
、
何
ノ
是
式
ノ
事
！
（
三
十
日
、
一
三
八
頁
）

こ
こ
に
書
き
込
ま
れ
て
い
る
部
分
は
、
典
拠
な
ど
に
は
見
ら
れ
な
い
足
穂
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
部
分
で
あ
り
、
山
ン
本
五
郎
左
衛
門
登

場
の
予
感
が
こ
こ
に
示
さ
れ
る
。
つ
い
に
平
太
郎
の
前
に
姿
を
現
し
た
山
ン
本
は
、
そ
の
名
を
名
乗
り
、
問
答
を
交
わ
し
た
の
ち
、

平
太
郎
が
も
っ
と
も
苦
手
と
す
る
蚯
蚓
を
嗾
け
る
な
ど
最
後
の
お
ど
か
し
を
か
け
る
が
、
平
太
郎
は
た
だ
気
を
失
わ
ぬ
よ
う
心
が
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け
、
辛
抱
す
る
。
山
ン
本
は
根
負
け
し
て
、
一
ケ
月
の
怪
異
を
な
し
た
所
以
を
説
き
、
手
槌
を
与
え
て
、
怪
事
が
あ
れ
ば
い
つ
で
も

助
け
る
こ
と
を
約
し
、「
思
ワ
ザ
ル
永
逗
留
」を
謝
し
て
辞
す
。
退
散
の
場
面
で
は
、
巨
体
を
駕
籠
の
中
に
折
り
畳
ん
だ
山
ン
本
が
、

絢
爛
た
る
異
形
の
眷
属
を
う
ち
連
れ
、
百
鬼
夜
行
図
の
ご
と
き
あ
ざ
や
か
さ
で
星
影
に
消
え
て
い
く
。
す
る
と
、
平
太
郎
の
予
感
は

余
韻
へ
と
変
移
し
て
い
る
。
結
末
部
分
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

七
月
ノ
終
リ
ノ
日
、
オ
昼
頃
ノ
嫌
ナ
風
ヲ
云
ウ
ノ
デ
ナ
イ
。
ア
ノ
ア
ト
デ
星
ノ
光
ノ
様
ナ
モ
ノ
ガ
ヤ
ガ
テ
蛍
ガ
乱
レ
飛
ブ
様
ニ

見
エ
テ
物
哀
レ
ヲ
唆
ツ
タ
…
…
ア
ノ
心
細
サ
ガ
、
今
デ
ハ
何
カ
悲
シ
イ
澄
ン
ダ
気
持
ニ
変
ツ
テ
イ
ル
。
秋
ノ
セ
イ
ダ
ロ
ウ
カ
？

然
シ
、
コ
ン
ナ
何
事
カ
ガ
一
段
落
付
イ
タ
様
ナ
、
ソ
レ
ト
モ
コ
レ
カ
ラ
新
生
活
ガ
始
マ
ル
カ
ノ
様
ナ
気
持
ハ
、
僕
ハ
今
迄
何
処

ニ
モ
覚
エ
タ
コ
ト
ガ
無
イ
。（
中
略
）デ
モ
ソ
ノ
槌
デ
柱
ヲ
叩
ク
ニ
ハ
及
ブ
マ
イ
。
ア
ン
ナ
事
ハ
一
度
切
リ
デ
ヨ
イ
デ
ナ
イ
カ
。

山
ン
本
五
郎
左
衛
門
ノ
顔
ヲ
僕
ハ
生
涯
忘
レ
ル
コ
ト
ハ
ナ
イ
デ
ア
ロ
ウ
。
殊
ニ
「
只
今
退
散
仕
ル
」
ノ
尻
上
リ
ノ
一
言
ハ
、
何

時
何
時
迄
モ
忘
レ
ハ
シ
ナ
イ
。
槌
ヲ
打
ツ
心
算
ハ
ナ
イ
ガ
、
僕
ノ
心
ノ
奥
ニ
ハ
次
ノ
様
ニ
呼
ビ
掛
ケ
タ
イ
気
持
ガ
ア
ル
。
山
ン

本
サ
ン
、
気
ガ
向
イ
タ
ラ
又
オ
出
デ
！
（
一
四
二
頁
）

一
ケ
月
の
化
け
物
騒
動
を
経
た
平
太
郎
に
つ
い
て
、
前
掲
の
依
藤
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

騒
動
初
日
に
見
せ
た
平
太
郎
の
「
気
丈
」
さ
は
、
た
だ
我
武
者
羅
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、
一
連
の
化
物
騒
動
に
よ
っ
て

柔
軟
さ
を
得
た
こ
と
で
、
周
囲
の
大
人
た
ち
の
〈
虚
勢
〉
と
は
違
う
も
の
に
成
長
し
た
。
そ
れ
が
「
今
迄
何
処
ニ
モ
覚
エ
タ
コ

ト
ガ
無
イ
」
真
の
自
立
心
で
あ
る
。

こ
の
化
け
物
騒
動
の
物
語
は
た
し
か
に
、
平
太
郎
が
少
年
か
ら
成
長
す
る
た
め
の
通
過
儀
礼
（
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
）
と
し
て
読

む
こ
と
が
で
き
る
。
だ
が
そ
の
場
合
、
ほ
と
ん
ど
の
大
人
た
ち
が
乗
り
越
え
ら
れ
な
か
っ
た
試
煉
を
平
太
郎
だ
け
が
乗
り
越
え
た
と
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い
う
こ
と
は
、「
少
年
」
が
「
大
人
」
の
世
界
へ
踏
み
出
す
と
い
う
結
末
と
は
著
し
く
食
い
違
っ
て
し
ま
い
、
そ
れ
ま
で
の
「
少
年
」

と
「
大
人
」
の
対
立
図
式
は
無
効
化
し
て
し
ま
う
。
平
太
郎
は
消
極
的
、
受
動
的
な
態
度
を
と
る
「
少
年
」
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

化
け
物
騒
動
と
い
う
通
過
儀
礼
を
乗
り
越
え
た
の
で
あ
り
、「
大
人
」
と
し
て
承
認
さ
れ
た
証
し
と
し
て
「
手
槌
」
を
渡
さ
れ
た
の

で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
「
山
ン
本
―
―
」
の
な
か
で
「
大
人
」
は
怪
異
に
抗
う
こ
と
で
退
け
ら
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
。
だ
と
す
れ
ば
、

一
ケ
月
間
の
騒
動
を
堪
え
ぬ
い
た
平
太
郎
は
、
む
し
ろ
永
遠
に
「
少
年
」
で
あ
る
こ
と
を
認
定
さ
れ
た
存
在
と
い
う
こ
と
に
な
る
の

で
は
な
い
か
。
当
然
、
永
遠
に
「
少
年
」
な
る
も
の
は
、
限
り
な
く
「
化
け
物
」
に
近
い
存
在
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
化
け

物
騒
動
が
一
種
の
通
過
儀
礼
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
「
少
年
」
が
「
大
人
」
に
成
長
す
る
た
め
の
儀
礼
で
は
な
く
、「
少
年
」

が
永
遠
に
「
少
年
」
で
い
る
資
格
を
得
る
た
め
の
、
逆
向
き
の
通
過
儀
礼
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
お
い
て
も
う
一
度
、
三
島
の
「
逆
の
教
養
小
説
」、「
妖
怪
教
育
」
と
い
う
言
葉
が
想
起
さ
れ
る
。
即
ち
、「
逆
の
教
養
小

説
」
は
継
起
的
な
人
間
世
界
の
時
間
の
桎
梏
を
離
れ
、
永
遠
の
時
間
（
無
時
間
）
に
生
き
る
た
め
の
通
過
儀
礼
と
し
て
、
化
け
物
騒

動
を
と
ら
え
る
言
葉
で
あ
り
、「
妖
怪
教
育
」
と
は
化
け
物
騒
動
に
よ
っ
て
次
第
に
平
太
郎
が
異
界
の
時
空
に
馴
化
、
同
調
し
て
い

く
様
子
を
と
ら
え
た
言
葉
な
の
で
は
な
い
か
。

た
と
え
ば
鎌
田
東
二
氏
は
「
モ
ノ
ノ
ケ
・
タ
ル
ホ
ト
ピ
ア
―
―
「
懐
し
の
七
月
」
を
め
ぐ
っ
て
」（『
別
冊
幻
想
文
学
』
昭
６２
・
１２
）

と
い
う
口
述
で
、
あ
と
が
き
の「
愛
の
経
験
」と
い
う
言
葉
か
ら
、
こ
の
通
過
儀
礼
に
エ
ロ
テ
ィ
ッ
ク
な
含
意
を
読
み
取
っ
て
い
る
。

化
物
た
ち
が
、
夏
の
バ
カ
ン
ス
に
、
平
太
郎
少
年
を
そ
れ
こ
そ
い
と
お
し
く
て
な
ら
な
い
よ
う
に
育
て
て
く
れ
て
い
る
ん
で
す

ね
。
化
物
た
ち
の
愛
撫
を
体
験
し
て
平
太
郎
少
年
は
一
人
前
に
な
る
わ
け（
笑
）。
そ
れ
が
平
太
郎
の
一
種
の
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ

ン
に
な
る
（
中
略
）
異
界
を
い
っ
た
ん
覗
き
見
し
て
し
ま
っ
た
平
太
郎
少
年
が
、
平
凡
至
極
な
生
涯
を
送
っ
た
の
な
ら
、
そ
れ
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で
い
い
と
言
っ
て
る
け
れ
ど
も
、
足
穂
が
言
わ
ん
と
し
て
い
る
の
は
、
平
凡
至
極
な
生
涯
な
ど
絶
対
に
送
れ
な
い
ぞ
と
い
う
…

…
（
笑
）。
化
物
た
ち
に
毎
晩
愛
撫
さ
れ
た
男
が
、
い
っ
た
い
ど
う
や
っ
て
身
を
持
ち
崩
し
て
い
く
だ
ろ
う
か
と
い
う
…
…
そ

う
い
う
と
こ
ろ
に
思
い
を
馳
せ
て
い
る
と
思
う
ん
で
す
。

鎌
田
氏
は
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
、
平
太
郎
と
山
ン
本
と
の
間
に
暗
示
さ
れ
た
「
少
年
愛
」
の
関
係
を
通
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で

あ
る
と
捉
え
て
い
る
。
つ
ま
り
「
デ
モ
ソ
ノ
槌
デ
柱
ヲ
叩
ク
ニ
ハ
及
ブ
マ
イ
。
ア
ン
ナ
事
ハ
一
度
切
リ
デ
ヨ
イ
デ
ナ
イ
カ
。」
と
い

い
な
が
ら
、
い
ず
れ
は
や
は
り
手
槌
を
振
り
、
平
太
郎
は
異
界
へ
連
れ
て
行
か
れ
、「
少
年
愛
」
の
世
界
に
耽
溺
し
て
し
ま
う
に
ち

が
い
な
い
と
い
う
解
釈
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
、
い
さ
さ
か
「
少
年
愛
」
の
唱
道
者
と
し
て
の
稲
垣
足
穂
の
作
家
イ
メ
ー
ジ
を
、

テ
ク
ス
ト
に
読
み
込
み
す
ぎ
て
い
る
の
で
は
な

（
１０
）

い
か
。
そ
れ
で
は
平
太
郎
が
稲
生
武
太
夫
と
い
う
立
派
な
サ
ム
ラ
イ
に
な
っ
た
と
い

う
あ
と
が
き
部
分
も
無
視
す
る
こ
と
に
な
り
、
足
穂
が
改
変
し
た
結
末
部
分
の「
断
念
」に
も
意
味
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。

中
条
省
平
氏
は
、「
反＝

近
代
文
学
史

第
六
回

人
間
的
時
間
か
ら
の
脱
却
―
―
稲
垣
足
穂
の
イ
メ
ー
ジ
な
き
映
画
」（『
文
學
界
』

平
１３
・
５
）
で
鎌
田
氏
も
引
い
た
あ
と
が
き
の
一
節
を
引
き
、
こ
の
「
断
念
」
の
意
味
に
触
れ
て
い
る
。

こ
の
最
後
の
一
句
は
、「
ア
ン
ナ
事
ハ
一
度
切
リ
デ
ヨ
イ
デ
ナ
イ
カ
」
と
い
う
平
太
郎
少
年
の
断
念
の
言
葉
と
正
確
に
通
じ

マ
マ
て
あ
っ
て
い
る
。
要
す
る
に
、
平
太
郎
は
、
山
ン
本
に
よ
る
異
界
（
少
年
愛
）
へ
の
誘
惑
を
退
け
る
こ
と
で
、
平
凡
き
わ
ま
り

な
い
人
間
世
界
の
内
に
と
ど
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
足
穂
は
、
少
年
愛
を
、「
人
間
世
界
の
外
」
へ
と
拉
し
去
ら
れ

る
経
験
だ
と
感
じ
と
っ
て
い
た
。

物
語
の
掉
尾
、「
山
ン
本
五
郎
左
衛
門
ノ
顔
ヲ
僕
ハ
生
涯
忘
レ
ル
コ
ト
ハ
ナ
イ
デ
ア
ロ
ウ
。
殊
ニ
「
只
今
退
散
仕
ル
」
ノ
尻
上
リ

ノ
一
言
ハ
、
何
時
何
時
迄
モ
忘
レ
ハ
シ
ナ
イ
。
槌
ヲ
打
ツ
心
算
ハ
ナ
イ
ガ
、
僕
ノ
心
ノ
奥
ニ
ハ
次
ノ
様
ニ
呼
ビ
掛
ケ
タ
イ
気
持
ガ
ア
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ル
。
山
ン
本
サ
ン
、
気
ガ
向
イ
タ
ラ
又
オ
出
デ
！
」
と
告
白
す
る
平
太
郎
は
、
抑
え
が
た
い
気
持
ち
を
抱
き
つ
つ
も
、「
ソ
ノ
槌
デ

柱
ヲ
叩
ク
ニ
ハ
及
ブ
マ
イ
。
ア
ン
ナ
事
ハ
一
度
切
リ
デ
ヨ
イ
デ
ナ
イ
カ
。」
と
山
ン
本
と
の
再
会
を
予
め
断
念
し
、
思
い
出
の
み
を

心
に
留
め
よ
う
と
決
め
て
い
る
。
三
島
の
云
う
「
妖
怪
教
育
」
と
い
う
「
逆
の
教
養
小
説
」
は
、
こ
う
し
た
「
断
念
」
を
経
過
す
る

こ
と
で
し
か
、
す
な
わ
ち
、「
永
遠
の
少
年
」
へ
の
通
過
儀
礼
が
頓
挫
す
る
こ
と
で
し
か
、「
大
人
」
へ
の
成
長
の
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ

ン
と
し
て
は
成
立
し
な
い
の
で
あ
る
。
甘
美
な
「
愛
の
経
験
」
は
、「
断
念
」
さ
れ
る
こ
と
で
、
永
遠
に
焼
き
付
け
ら
れ
た
陰
画
と

な
っ
て
星
空
の
余
韻
を
残
す
こ
と
に
な
る
。

そ
う
考
え
る
こ
と
で
、「
稲
垣
氏
は
、
逆
の
教
養
小
説
を
、
妖
怪
教
育
に
よ
る
詩
と
可
能
性
の
無
限
の
発
見
を
企
て
た
よ
う
に
も

思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ほ
ど
夥
し
い
妖
魔
の
跳
梁
は
、
試
煉
で
は
な
く
て
、
教
育
で
あ
り
、
懲
ら
し
め
で
は
な
く
て
、
愛
だ
っ

た
の
で
は
な
い
か
。」
と
い
う
三
島
の
批
評
は
は
じ
め
て
理
解
さ
れ
る
。「
愛
の
経
験
」
は
「
断
念
」
さ
れ
る
こ
と
で
「
詩
」
と
な
る

の
で
あ
る
。

四

「
山
ン
本
―
―
」
の
典
拠
と
そ
の
流
布
状
況
、
足
穂
が
試
み
た
改
変
に
つ
い
て
は
、
三
島
の
み
な
ら
ず
、
前
掲
の
依
藤
氏
、
中
条

氏
に
詳
細
な
分
析
が
あ
る
た
め
、
簡
単
に
触
れ
る
に
と
ど
め
た
い
。
足
穂
は
典
拠
に
つ
い
て
、『
タ
ル
ホ＝

コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
』（
文
藝

春
秋
、
昭
４６
・
４
）
内
の
「
懐
か
し
の
七
月
」
の
自
作
解
説
で
自
ら
こ
う
述
べ
て
い
る
。

お
客
の
子
供
が
置
き
忘
れ
て
行
っ
た
も
の
ら
し
い
、
巖
谷
小
波
撰
童
話
集
の
日
本
及
び
中
国
篇
が
あ
っ
た
。
ペ
ー
ジ
に
は
色
刷
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挿
絵
が
ふ
ん
だ
ん
に
挟
ま
れ
て
、
そ
の
一
つ
に
『
平
太
郎
化
物
日
記
』
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
邂
逅
と
云
う
べ
き
で
あ
っ
た
。
何

故
な
ら
、
自
分
が
『
稲
生
物
語
』
を
知
っ
た
の
は
二
十
年
以
上
の
昔
だ
が
、
そ
れ
は
写
本
だ
っ
た
の
で
、
た
だ
数
カ
所
を
父
に

読
ん
で
貰
っ
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
か
ら
だ
。（
中
略
）
い
ま
の
化
物
日
記
を
下
敷
に
し
て
、「
余
は
山
ン
本
五
郎
左
衛
門
と
名
乗

る
」
を
書
き
上
げ
て
、「
小
説
新
潮
」
の
小
林
博
に
買
っ
て
貰
っ
た
が
、
つ
い
に
活
字
に
な
ら
な
か
っ
た
。
第
二
の
邂
逅
は
、

京
都
へ
移
っ
て
四
、
五
年
目
に
や
っ
て
き
た
。
山
本
浅
子
が
京
大
図
書
館
か
ら
借
り
出
し
て
く
れ
た
平
田
篤
胤
全
集
中
の
一
巻

に
、「
羽
州
秋
田
藩
平
田
内
蔵
助
校
正
、
稲
生
怪
異
譚
」
が
収
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
で
全
容
が
は
っ
き
り
し
た
。

や
は
り
七
月
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
こ
で
言
及
さ
れ
て
い
る
『
稲
生
物
語
』
の
写
本
は
特
定
で
き
な
い
が
、
巖
谷
小
波
『
平
太
郎
化
物
日
記
』
と
「
平
田
篤
胤
全
集

の
一
巻
」
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
入
手
可
能
な
文
献
か
ら
す
で
に
推
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
足
穂
が
直
接
手
に
取
っ
た
と

思
わ
れ
る
刊
本
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
巖
谷
小
波
『
怪
奇
物
語
』（「
小
波
お
伽
全
集
」
第
一
巻
、
吉
田
書
店
出
版
部
、
昭
８
・
５
）
と
、

上
田
万
年
・
山
本
信
哉
・
平
田
盛
胤
共
編
『
平
田
篤
胤
全
集
』
第
八
巻
（
内
外
書
籍
株
式
会
社
、
昭
８
・
１０
）
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
（
そ
れ
ぞ
れ
前
掲
の
小
礒
氏
、
依
藤
氏
の
推
測
に
拠
る
）。

「
山
ン
本
―
―
」
と
い
う
テ
ク
ス
ト
は
、
ほ
ぼ
全
体
を
「
稲
生
物
怪
録
」
の
記
述
に
拠
っ
て
現
代
語
訳
さ
れ
て
い
る
が
、「
僕
」
と

い
う
一
人
称
の
採
用
と
、
日
記
形
式
、
そ
の
他
幾
つ
か
の
叙
述
が
「
平
太
郎
化
物
日
記
」
か
ら
取
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
、「
山
ン
本

―
―
」に
の
み
見
ら
れ
る
叙
述
や
微
妙
な
加
筆
・
改
変
も
多
数
な
さ
れ
て
お
り
、
末
尾
に
付
さ
れ
た
主
客
の
問
答
も
当
然
足
穂
の「
山

ン
本
―
―
」
の
み
の
も
の
で
あ
る
。

「
平
太
郎
化
物
日
記
」
は
「
稲
生
物
怪
録
」
の
記
述
を
児
童
向
け
に
読
み
や
す
く
し
た
も
の
で
、
か
な
り
多
く
の
部
分
を
削
除
し
、
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さ
ら
に
、
手
槌
な
ど
の
山
ン
本
ら
化
け
物
の
存
在
の
証
拠
部
分
な
ど
が
削
除
さ
れ
、
化
け
物
騒
動
の
顛
末
が
、
平
太
郎
の
見
た
夢
で

し
か
な
い
と
い
う
可
能
性
を
残
す
よ
う
な
改
変
が
な
さ
れ
て
い
る
。
中
条
氏
が
す
で
に
指
摘
し
て
い
る
通
り
、「
あ
あ
、
山
ン
本
五

郎
左
衛
門
さ
ん
、
ひ
ま
が
あ
っ
た
ら
ま
た
遊
び
に
お
い
で
！

さ
よ
う
な
ら
。」
と
い
う
末
尾
の
文
も
、「
山
ン
本
―
―
」
に
生
か
さ

れ
て
い
る
が
、
あ
く
ま
で
「
平
太
郎
化
物
日
記
」
で
の
平
太
郎
は
、「
魔
王
な
ん
と
い
う
も
の
が
、
じ
っ
さ
い
に
こ
の
世
に
い
る
の

だ
か
ど
う
だ
か
、
そ
れ
が
ま
だ
腑
に
落
ち
な
い
」
と
化
け
物
騒
動
の
元
凶
に
最
後
ま
で
疑
念
を
懐
い
て
お
り
、
末
尾
の
文
は
、
そ
の

謎
を
解
く
た
め
の
誘
い
、
罠
の
こ
と
ば
に
す
ぎ
な
い
。
そ
こ
に
は
非
科
学
的
な
事
象
を
認
め
な
い
合
理
精
神
が
見
え
隠
れ
し
て
い

る
。ま

た
「
山
ン
本
―
―
」
の
直
接
の
典
拠
で
あ
る
「
稲
生
物
怪
録
」
と
の
重
要
な
相
違
に
関
し
て
も
、
触
れ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い

だ
ろ
う
。
こ
こ
で
特
筆
し
て
お
き
た
い
の
は
、「
産
土
神
」
の
存
在
で
あ
る
。
山
ン
本
が
退
散
す
る
直
前
、
会
釈
を
す
る
相
手
で
あ

る
が
、「
山
ン
本
―
―
」
で
は
、「
此
時
僕
ノ
傍
ヘ
冠
装
束
ヲ
付
ケ
タ
人
物
ノ
、
腰
カ
ラ
上
ダ
ケ
ガ
浮
ン
デ
、
五
郎
左
衛
門
ノ
言
葉
ニ

応
エ
テ
イ
タ
様
ナ
覚
エ
ガ
ア
ル
。
コ
レ
ハ
多
分
産
土
神
デ
、
今
迄
ハ
手
ノ
打
チ
様
モ
ナ
ク
、
後
レ
馳
セ
ノ
仁
義
ダ
ツ
タ
ノ
デ
ア
ロ
ウ

カ
？
」（
一
四
〇
〜
一
頁
）
と
、
軽
ん
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
典
拠
で
あ
る
「
稲
生
物
怪
録
」
の
該
当
箇
所
で
は
、「
其

時
平
太
郎
傍
を
見
れ
ば
、
冠
装
束
し
た
る
気
高
き
人
の
姿
、
腰
よ
り
上
の
方
計
り
あ
ら
は
れ
て
、
五
郎
左
衛
門
が
物
語
の
い
ら
へ
を

せ
ら
れ
て
、
平
太
郎
を
守
護
せ
ら
れ
し
様
子
な
り
。
こ
れ
産
土
神
の
附
添
給
ひ
し
事
と
、
深
く
難
有
嬉
し
く
思
ひ
け
り
。」（
七
四
三

〜
四
頁
）
と
さ
れ
、
実
は
平
太
郎
が
化
け
物
騒
動
を
堪
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、「
産
土
神
」
の
力
に
よ
る
の
だ
と
、
最
後
で
明

ら
か
に
さ
れ
る
。
平
田
篤
胤
は
古
神
道
を
体
系
化
し
た
国
学
者
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
生
地
の
神
、
氏
神
で
あ
る
「
産
土
神
」
の
存
在

を
重
ん
じ
た
結
末
も
肯
け
る
だ
ろ
う
。「
山
ン
本
―
―
」
で
は
山
ン
本
が
自
ら
を
「
魔
王
」
と
は
名
乗
ら
ず
正
体
に
つ
い
て
「
御
身
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ノ
推
量
ニ
委
ネ
ン
」
と
語
っ
て
い
る
点
も
、
典
拠
と
異
な
る
箇
所
で
あ
る
。
総
じ
て
「
山
ン
本
―
―
」
で
は
、「
稲
生
物
怪
録
」
と

比
し
て
、
平
太
郎
の
一
ケ
月
間
が
、
神
仏
の
超
越
的
な
力
に
還
元
さ
れ
な
い
よ
う
工
夫
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、「
稲
生
物
怪
録
」
で
は
「
わ
れ
は
山
本
五
郎
左
衛
門
と
云
者
な
り
、
さ
ん
も
と
ゝ
は
や
ま
も
と
ゝ
か
く
べ
し
と
申
け
る
。」

（
七
三
九
頁
）
と
書
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
、「
余
ハ
山
ン
本
五
郎
左
衛
門
ト
名
乗
ル
。
ヤ
マ
モ
ト
ニ
非
ズ
。
サ�

ン�

モ�

ト�

ト
発
音
致

ス
」（
一
三
九
頁
）
と
改
め
ら
れ
て
い
る
点
も
興
味
深
い
。
音
声
が
先
行
す
る
聞
書
き
で
あ
っ
た
「
稲
生
物
怪
録
」
か
ら
、
文
字
が

先
行
す
る
テ
ク
ス
ト
と
し
て
の
「
山
ン
本
―
―
」
へ
の
変
更
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
か
つ
て
愛
読
し
た
稲
生
モ
ノ
に
つ
い
て
語
る
芥
川

龍
之
介
「
文
芸
雑
話

饒
舌
」（『
新
小
説
』
大
７
・
５
）
の
、「
山
本
を
「
さ
ん
も
と
」
と
読
み
、
神
野
を
「
し
ん
の
」
と
読
む
の

は
大
方
魔
界
の
発
音
法
で
あ
ら
う
。」
と
い
う
一
節
を
想
起
さ
せ
る
。

＊

こ
の
魔
界
の
魔
王
た
る
山
ン
本
五
郎
左
衛
門
や
神
野
悪
五
郎
に
対
す
る
足
穂
の
興
味
は
、「
山
ン
本
―
―
」
に
連
な
る
ヴ
ァ
リ
ア

ン
ト
に
は
っ
き
り
と
刻
印
さ
れ
て
い
る
。
あ
と
が
き
部
分
が
独
立
し
た
テ
ク
ス
ト
、「
卍
の
町
―
―
「
三
次
」
幻
想
曲
―
―
」（「
菟

東
雑
記
（
�
）・
二
」『
作
家
』
昭
３５
・
５
）
に
は
、
舞
台
三
次
の
地
理
、
映
画
化
の
構
想
、
成
立
背
景
、
山
ン
本
五
郎
左
衛
門
の
正

体
、
後
日
談
な
ど
が
、
も
っ
と
も
詳
し
く
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
足
穂
が
探
求
し
続
け
た
山
ン
本
五
郎
左
衛
門
な
る
も

の
の
正
体
に
つ
い
て
、
最
後
に
検
討
し
て
み
た
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
が
、「
山
ン
本
―
―
」で
一
応
の
完
成
を
見
た
テ
ク
ス
ト
を
、

足
穂
が
再
び
大
幅
に
改
訂
し
た
理
由
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
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「
山
ン
本
―
―
」
の
あ
と
が
き
中
、
主
と
客
の
対
話
部
分
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

数
年
前
、
神
戸
の
旧
友
本
多
末
麿
君
か
ら
の
来
信
に
、
明
治
十
三
年
七
月
十
九
日
、
山
ン
本
が
日
本
上
空
を
通
過
し
た
云
々

と
あ
っ
た
の
で
、
問
い
合
わ
し
て
次
の
よ
う
な
回
答
を
得
た
。

―
―
山
ン
本
五
良
左
エ
門
、
神
野
長
連
ら
が
日
本
上
空
を
通
過
し
た
の
が
は
っ
き
り
と
見
え
た
云
々
は
、
明
治
末
に
活
字
に

な
っ
た
「

マ
マ

異
郷
備
忘
録
」
が
出
典
で
、
著
者
は
、
宮
内
省
の
掌
典
長
で
、
星
学
研
究
所
の
所
員
で
あ
っ
た
宮
地
水
位
。
こ
の
人

に
は
、
川
典
と
か
い
う
朝
鮮
の
仙
人
か
ら
常
に
そ
の
種
の
報
告
が
来
る
の
だ
そ
う
で
あ
る
。（
中
略
）

―
―
山
ン
本
五
良
左
エ
門
百
合
の
相
棒
は
、
神
野
悪
五
郎
月
影
で
、
こ
れ
は
前
の
神
野
長
連
の
兄
弟
か
親
戚
ら
し
い
。
他
に

焔
野
与
左
エ
門
と
か
飯
綱
智
羅
天
と
か
云
う
の
が
い
る
。
又
、
山
ン
本
と
か
白
鷺
城
の
天
主
閣
で
宮
本
武
蔵
を
悩
ま
し
た
小
坂

部
姫
と
か
、
会
津
猪
苗
代
の
亀
姫
と
か
が
、
岡
山
県
和
気
郡
ク
マ
山
の
奥
で
会
合
す
る
と
云
う
話
が
伝
わ
っ
て
い
る
。（
一
四

四
〜
五
頁
）

こ
こ
に
は
「
懐
し
の
七
月
」
に
も
「
稲
生
家＝
化
物
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
も
見
ら
れ
な
い
、
山
ン
本
の
正
体
に
つ
い
て
の
調
査
の
痕

跡
が
見
出
せ
る
。「
卍
の
町
」
で
は
、
さ
ら
に
詳
し
く
こ
の
事
情
が
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
本
多
は
友
人
の
易
者
、
溝
川
古
鏡
か
ら

の
伝
聞
と
し
て
、『
神
仙
道
』
と
い
う
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
宮
地
水
位
「

マ
マ

異
郷
備
忘
録
」
と
い
う
文
献
に
山
ン
本
に
つ
い
て
の
記
述

が
あ
る
と
伝
え
て
い
る
（
溝
川
は
宮
地
神
仙
道
神
戸
支
部
の
教
導
職
で
も
あ
る
）。

そ
こ
で
大
宮
司
朗
編
『
異
境
備
忘
録

幽
界
物
語
』（
八
幡
書
店
、
平
６
・
２
）
に
収
録
さ
れ
た
宮
地
水
位
「
異
境
備
忘
録
」
の
実

際
の
当
該
箇
所
を
見
て
確
認
し
て
お
こ
う
。

悪
魔
界
へ
は
一
度
も
入
り
た
る
事
な
し
。
さ
れ
ど
も
此
界
の
魔
王
ど
も
は
見
た
る
事
あ
り
。
第
一
を
造
物
大
女
王
と
い
ふ
。
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（
中
略
）
第
二
を
無
底
海
太
陰
女
王
と
い
ふ
。（
中
略
）
第
三
を
積
陰
月
霊
大
王
と
い
ふ
。（
中
略
）
第
四
を
神
野
長
運
と
い
ふ
。

第
五
を
野
間
息
童
と
い
ふ
。
第
六
を
神
野
悪
五
郎
日
影
と
い
ふ
。
第
七
を
山
本
五
郎
左
衛
門
百
谷
と
い
ふ
。
第
八
を
焔
野
典
左

衛
門
、
第
九
を
羽
山
道
龍
と
い
ふ
。
第
十
を
北
海
悪
左
衛
門
と
い
ふ
。
第
十
一
を
三
本
団
左
衛
門
と
い
ふ
。
第
十
二
を
川
部
敵

冥
と
い
ふ
。
是
皆
悪
魔
の
棟
梁
な
り
。（
中
略
）／
余
明
治
十
三
年
七
月
十
九
日
の
夜
に
、
魔
神
行
列
し
て
空
を
通
行
し
け
る

を
、
川
丹
先
生
と
共
に
見
て
右
の
名
を
も
聞
き
て
、
や
が
て
書
付
た
り
。（
中
略
）／
備
後
国
な
る
比
熊
山
に
は
、
山
本
五
郎
左

衛
門
百
谷
、
神
野
悪
五
郎
月
影
、
並
木
権
六
郎
東
崩
、
大
森
左
伝
太
登
康
な
ど
云
へ
る
悪
魔
の
立
寄
る
処
に
て
、（
中
略
）
俗

に
天
狗
の
遊
び
場
と
い
ふ
。
又
魔
処
と
い
ふ
。

宮
地
水
位
は
、
宮
地
神
仙
道
の
鼻
祖
と
な
っ
た
人
物
で
、「
異
境
備
忘
録
」は
文
中
の
仙
人
川
丹
か
ら
異
界
の
様
子
を
聞
き
取
り
、

そ
れ
を
書
き
記
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
下
線
を
引
い
た
箇
所
が
記
述
の
重
な
る
部
分
で
あ
る
。
比
較
す
る
と
誤
記
著
し
く
、
足

穂
が
直
接
読
ん
だ
可
能
性
は
極
め
て
低
い
。
本
多
の
友
人
の
易
者
、
溝
川
か
ら
の
伝
聞
と
い
う
何
重
も
の
フ
ィ
ル
タ
ー
が
か
か
っ
て

い
る
が
、
こ
の
オ
カ
ル
ト
的
な
魔
界
の
眷
属
の
解
説
は
、「
山
ン
本
―
―
」の
末
尾
に
あ
っ
て
、
伝
奇
的
な
想
像
力
を
掻
き
立
て
る
。

「
白
鷺
城
の
天
主
閣
で
宮
本
武
蔵
を
脅
か
し
た
小
阪
部
姫
と
か
、
又
、
会
津
猪
苗
代
の
亀
姫
と
か
、
そ
う
い
う
連
中
が
岡
山
県
和
気

郡
ク
マ
山
の
奥
に
会
合
す
る
と
い
う
こ
と
も
聞
い
て
い
る
云
々
」
と
い
う
部
分
は
、
昭
和
初
期
の
雑
誌
『
グ
ロ
テ
ス
ク
』
に
掲
載
さ

れ
た
藤
沢
衛
彦
の
記
事
の
記
憶
な
ど
か
ら
本
多
が
伝
え
た
と
さ
れ
る
が
、
当
該
記
事
は
管
見
の
及
ぶ
限
り
、
見
つ
け
ら
れ
な
い
。

と
は
い
え
「
白
鷺
城
の
天
主
閣
で
宮
本
武
蔵
を
脅
か
し
た
小
阪
部
姫
と
か
、
又
、
会
津
猪
苗
代
の
亀
姫
」
と
い
っ
た
聞
き
慣
れ
た

固
有
名
詞
は
、
泉
鏡
花
「
天
守
物
語
」（『
新
小
説
』
大
６
・
９
）
や
、
岡
本
綺
堂
「
小
坂
部
姫
」（『
婦
人
公
論
』
大
９
・
４
〜
１２
）

の
種
と
な
っ
た
有
名
な
「
オ
サ
カ
ベ
姫
」
の
逸
話
を
想
起
さ
せ
、
そ
の
背
後
に
広
が
る
近
世
の
『
諸
国
百
物
語
』、『
好
色
五
人
女
』、
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『
老
媼
茶
話
』、
あ
る
い
は
歌
舞
伎
演
目
や
明
治
期
の
実
録
モ
ノ
『
宮
本
武
蔵
』
や
講
談
な
ど
で
語
ら
れ
た
物
語
世
界
へ
と
繋
が
っ

て
い
る
。

し
か
し
、
こ
こ
に
引
用
し
た
部
分
は
改
訂
稿
で
あ
る
「
稲
生
家＝

化
物
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
は
す
べ
て
削
除
さ
れ
、
全
く
ち
が
う
山

ン
本
五
郎
左
衛
門
の
正
体
が
新
た
に
書
き
加
え
ら
れ
て
い
る
。

さ
て
山
本
五
郎
左
衛
門
と
は
何
者
で
あ
ろ
う
か
。
十
九
世
紀
後
半
期
に
カ
ル
カ
ッ
タ
に
居
住
、
ヴ
ィ
ン
セ
ン
ト＝

ス
ミ
ス
、

ジ
ョ
ン＝

オ
ー
マ
ン
其
他
の
東
方
研
究
家
や
旅
行
者
の
記
載
に
も
う
か
が
わ
れ
るH

assan
K
han

。
こ
の
妖
術
師
が
し
ば
�
�

呼
び
出
し
て
い
た
と
い
う
梵
天
の
眷
属D

jinn

に
似
た
存
在
で
あ
ろ
う
と
い
う
他
は
な
い
の
で
あ
る
。

わ
ず
か
数
年
の
間
に
、
山
ン
本
五
郎
左
衛
門
は
魔
神
、
魔
王
か
ら
、
古
代
イ
ン
ド
に
お
け
る
須
弥
山
世
界
を
行
き
来
す
る
精
霊
、

「
梵
天
の
眷
属D

jinn

」
へ
と
姿
を
変
え
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、「H

assan
K
han

」
と
い
う

人
物
で
あ
る
。
足
穂
は
、
こ
れ
よ
り
遡
る
こ
と
五
十
年
ほ
ど
の
昔
、
す
で
に
文
壇
デ
ビ
ュ
ー
当
時
か
ら
、
テ
ク
ス
ト
の
な
か
に
こ
の

人
物
の
名
前
を
繰
り
返
し
、
書
き
付
け
て
い
た
。
例
え
ば
「
星
遣
ひ
の
術
」（『
改
造
』
大
１３
・
８
）
を
見
て
み
よ
う
。

ハ
ツ
サ
ン
カ
と
い
ふ
の
は
、
こ
の
間
ま
で
東
京
府
下
大
森
に
ゐ
た
イ
ン
ド
志
士
ミ
ス
ラ
氏
に
関
係
が
あ
つ
て
、
即
ち
ミ
ス
ラ

氏
の
祖
父
が
そ
の
弟
子
で
あ
つ
た
と
い
ふ
と
こ
ろ
か
ら
、
ミ
ス
ラ
氏
自
身
に
も
幾
分
か
所
謂
ジ
ン
を
使
ふ
事
が
出
来
た
。
で
、

そ
れ
に
関
し
た
興
味
あ
る
実
験
談
が
、
谷
崎
潤
一
郎
、
芥
川
龍
之
介
両
氏
に
よ
つ
て
書
か
れ
て
ゐ
る
と
云
へ
ば
人
々
は
思
ひ
当

ら
う
。

「
ハ
ッ
サ
ン＝

カ
ー
ン
」
と
い
う
人
物
は
、
足
穂
の
創
作
で
は
な
く
、
谷
崎
潤
一
郎
「
ハ
ッ
サ
ン
・
カ
ン
の
妖
術
」（『
中
央
公
論
』

大
６
・
１１
）で
初
め
て
登
場
し
た
妖
術
師
の
名
前
で
あ
り
、
そ
し
て
芥
川
龍
之
介
に
も
、
谷
崎
の
作
品
に
登
場
す
る「
マ
テ
ィ
ラ
ム
・
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ミ
ス
ラ
君
」
を
再
利
用
し
た
「
魔
術
」（『
赤
い
鳥
』
大
９
・
１
）
と
い
う
テ
ク
ス
ト
が
あ
る
。
足
穂
は
先
行
す
る
テ
ク
ス
ト
か
ら
、

こ
の
エ
キ
ゾ
テ
ィ
ッ
ク
な
名
前
を
再
々
利
用
し
、「
か
つ
て
十
九
世
紀
の
妖
術
師
と
し
て
文
明
国
に
も
名
を
知
ら
れ
て
ゐ
る
ハ
ツ
サ

ン
カ
一
派
」
と
し
て
登
場
さ
せ
、「
ス
タ
ー
メ
イ
キ
ン
グ
」
と
い
う
「
星
造
り
の
花
火
」
の
妖
術
を
使
う
一
派
の
名
に
擬
し
て
い
る
。

大
正
末
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、
足
穂
の
テ
ク
ス
ト
に
は
、
繰
り
返
し
「
ハ
ッ
サ
ン＝

カ
ー
ン
」
に
類
す
る
名
前
を
持
っ
た
エ
キ

ゾ
テ
ィ
ッ
ク
な
魔
術
を
使
う
人
物
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
テ
ク
ス
ト
の
な
か
で
、
さ
ら
に
、
谷
崎
、
芥
川

二
人
の
テ
ク
ス
ト
に
言
及
し
、
そ
れ
が
二
人
の
作
家
の
体
験
談
と
し
て
組
み
込
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

足
穂
の
「
ハ
ッ
サ
ン＝
カ
ン
」
へ
の
執
着
を
論
じ
る
に
は
紙
幅
が
足
り
な
い
た
め
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
別
稿
を
期
し
た
い
が
、
最

後
に
見
て
お
き
た
い
の
が
、
前
に
挙
げ
た
「
梵
天
の
使
者
―
―
谷
崎
潤
一
郎
か
ら
の
コ
ピ
ー
」
と
い
う
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
。
こ
こ
で

は
、
山
ン
本
を
梵
天
の
眷
属
ジ
ン
と
位
置
付
け
る
こ
と
で
、「
山
ン
本
―
―
」
は
、
長
大
な
童
話
の
な
か
の
、
ひ
と
つ
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
と
し
て
取
り
込
ま
れ
る
と
い
う
構
想
が
語
ら
れ
て
い
る
。

ハ
ッ
サ
ン＝

カ
ー
ン
は
私
に
も
、
大
正
六
年
十
一
月
号
の
「
中
央
公
論
」
で
、
谷
崎
潤
一
郎
の
『
ハ
ッ
サ
ン
・
カ
ン
の
妖
術
』

を
読
ん
で
以
来
、
忘
れ
ら
れ
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
た
。
自
作
の
所
々
に
持
ち
出
し
て
い
る
し
、
他
に
も
ま
だ
書
い
て
い
な
い

素
材
も
あ
る
。
こ
れ
ら
を
塩
梅
し
た
な
ら
ば
、
あ
る
い
は
数
百
枚
の
物
語
が
綴
れ
る
だ
ろ
う
と
、
私
は
考
え
た
。
／
（
中
略
）

�
妖
怪
教
育
。
�
谷
崎
潤
一
郎
の
経
験
。
�
芥
川
龍
之
介
の
場
合
。
�
私
と
ハ
ッ
サ
ン＝

カ
ー
ン
の
つ
な
が
り
。

�
は
、
寛
延
二
年
七
月
一
杯
を
か
け
て
、
稲
生
家
に
お
け
る
山
ン
本
五
郎
左
衛
門
一
派
と
、
稲
生
平
太
郎
を
中
心
と
し
た
城

下
の
サ
ム
ラ
イ
や
山
猟
師
や
、
祈
祷
師
や
、
鳴
弦
の
達
人
ら
と
の
格
闘
で
あ
る
。
�
は
、
ハ
ッ
サ
ン＝

カ
ー
ン
の
須
弥
山
巡
り

に
ヒ
ン
ト
を
得
た
パ
ル
教
授
が
、
地
球
の
突
っ
ぱ
し
に
建
設
し
た
四
次
元
都
市
「
星
の
都
」
の
顛
末
な
ど
で
あ
る
。
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「
ハ
ッ
サ
ン＝

カ
ー
ン
」
は
仏
教
の
宇
宙
観
で
あ
る
須
弥
山
世
界
と
、
現
実
世
界
と
を
自
由
に
往
還
で
き
る
妖
術
を
使
う
と
さ
れ

る
、
伝
説
的
妖
術
師
（
須
弥
山
で
は
梵
天
の
神
で
も
あ
る
）
で
あ
る
。D

jinn

は
彼
が
使
役
す
る
精
霊
で
、
足
穂
は
山
ン
本
五
郎
左

衛
門
を
こ
のD

jinn＝

「
梵
天
の
使
者
」
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。
元
々
谷
崎
は
イ
ギ
リ
ス
人
イ
ン
ド
研
究
家
のJohn

C
am
pbell

O
m
an

が
書
い
た“

T
he
M
ystics,A

scetics,and
Saints

of
India”

（L
ondon,T

.F
isher

U
nw
in.1905

）
と
い

う
洋
書
か
ら
、「
ハ
ッ
サ
ン
・
カ
ン
」
や
「
マ
テ
ィ
ラ
ム
・
ミ
ス
ラ
」
と
い
う
人
名
を
と
り
だ
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て

（
１１
）

い
る
。

当
然
、
谷
崎
の
テ
ク
ス
ト
も
そ
れ
を
再
利
用
し
た
芥
川
の
テ
ク
ス
ト
も
純
然
た
る
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
し
か
し
足
穂
は
、
こ

の
二
人
の
先
輩
作
家
の
テ
ク
ス
ト
「
ハ
ッ
サ
ン
・
カ
ン
の
妖
術
」
と
「
魔
術
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
一
人
称
か
ら
「
新
進
作
家
谷
崎
潤
一

郎
」
と
「
新
進
作
家
芥
川
龍
之
介
」
に
変
換
し
、
テ
ク
ス
ト
の
記
述
も
自
由
に
入
れ
替
え
、
谷
崎
と
芥
川
が
実
際
に
「
ハ
ッ
サ
ン＝

カ
ー
ン
」
の
弟
子
「
マ
テ
ィ
ラ
ム
・
ミ
ス
ラ
」
に
出
会
い
、
彼
が
使
役
す
る
ジ
ン
に
接
し
た
体
験
談
の
形
に
な
る
よ
う
手
を
加
え
て
、

こ
の
「
梵
天
の
使
者
」
と
い
う
テ
ク
ス
ト
に
取
り
込
ん
で
い
る
。「
梵
天
の
使
者
」
で
は
、
こ
の
構
想
が
著
作
権
の
問
題
で
頓
挫
し

た
顛
末
が
語
ら
れ
、
結
局
、
長
篇
童
話
は
完
成
を
見
な
い
で
終
わ
っ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
こ
で
三
島
由
紀
夫
の
批
評
か
ら
と
ら
れ
た

「
�
妖
怪
教
育
」
に
あ
た
る
部
分
が
、「
山
ン
本
―
―
」
の
組
み
込
ま
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
章
で
あ
り
、
誤
解
を
恐
れ
ず
に
い
え
ば
、

「
山
ン
本
―
―
」
か
ら
「
稲
生
家＝

化
物
コ
ン
ク
ー
ル
」
へ
の
改
訂
は
、「
梵
天
の
使
者
」
構
想
の
一
端
を
担
う
た
め
の
改
訂
作
業

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、「
山
ン
本
―
―
」
か
ら
「
稲
生
家＝

化
物
コ
ン
ク
ー
ル
」
へ
の
改
訂
で
、
よ
り
体
験
談
と
し

て
の
様
式
が
強
ま
る
よ
う
に
、
一
日
毎
に
は
っ
き
り
分
割
さ
れ
た
日
記
ス
タ
イ
ル
に
改
め
ら
れ
、
化
け
物
に
つ
い
て
の
解
説
が
物
語

内
に
も
自
由
に
挿
入
さ
れ
る
と
い
っ
た
、
谷
崎
・
芥
川
の
テ
ク
ス
ト
と
同
様
の
改
変
が
行
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

「
山
ン
本
―
―
」
は
こ
の
よ
う
に
し
て
、
足
穂
が
大
正
期
か
ら
執
着
し
続
け
て
き
た
巨
大
な
世
界
観
の
中
へ
溶
か
し
込
ま
れ
、
新

（１２３）
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し
い
物
語
の
モ
ザ
イ
ク
を
埋
め
る
ピ
ー
ス
と
な
る
た
め
に
、
改
訂
さ
れ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。「
稲
生
家＝

化
物
コ
ン
ク
ー
ル
」

に
至
る
と
、
本
稿
が
検
証
し
て
き
た
三
島
の
い
う
「
ラ
ス
ト
の
す
り
か
え
」（
対
談
「
タ
ル
ホ
の
世
界
」）、「
独
特
の
ア
ン
チ
ク
ラ
イ

マ
ッ
ク
ス
」（「
小
説
と
は
何
か
」）
に
あ
た
る
部
分
は
こ
と
ご
と
く
削
除
さ
れ
、
須
弥
山
世
界
へ
と
繋
が
る
全
く
別
の
世
界
観
を
持
っ

た
テ
ク
ス
ト
へ
と
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
篇
の
小
説
と
し
て
の
完
成
度
に
お
い
て
は
「
山
ン
本
―
―
」
が
遥
か
に
高

い
と
思
わ
れ
る
が
、「
稲
生
家＝

化
物
コ
ン
ク
ー
ル
」
は
、
そ
れ
と
は
異
な
る
視
点
で
も
っ
て
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
意
味

で
「
山
ン
本
五
郎
左
衛
門
只
今
退
散
仕
る
」
は
、
三
島
の
批
評
と
分
か
ち
が
た
く
結
ば
れ
た
テ
ク
ス
ト
で
あ
り
、
三
島
に
よ
っ
て
完

成
さ
れ
た
テ
ク
ス
ト
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
そ
の
後
の
改
訂
か
ら
、
後
期
の
足
穂
の
テ
ク
ス
ト
が
、
エ
ッ
セ
ー
だ
け
で
な
く
、
物
語
に

お
い
て
も
、
コ
ン
セ
プ
ト
（
世
界
観
）
が
組
み
替
わ
れ
ば
、
同
じ
素
材
が
ま
っ
た
く
別
の
相
貌
を
見
せ
る
と
い
う
、
徹
底
し
た
組
合

せ
の
思
想
が
窺
え
る
象
徴
的
な
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
と
も
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

注（
１
）

稲
垣
足
穂
の
テ
ク
ス
ト
は
、
ま
っ
た
く
同
じ
よ
う
な
記
述
内
容
を
含
む
テ
ク
ス
ト
が
、
改
題
、
改
訂
、
削
除
、
加
筆
、
増
補
、
合

体
、
分
離
な
ど
、
一
様
で
な
い
経
緯
を
辿
っ
て
繰
り
返
し
書
き
直
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
別
の
テ
ク
ス
ト
と
合
体
し
、
あ
る
い
は
、

分
離
す
る
足
穂
の
テ
ク
ス
ト
を
、
第
一
稿
、
第
二
稿
…
と
線
的
に
規
定
し
、
そ
の
推
移
を
追
う
こ
と
が
困
難
な
場
合
が
あ
る
。
テ
ク
ス
ト

の
大
半
の
記
述
内
容
を
共
有
し
、
直
接
的
に
継
承
し
て
い
な
が
ら
、
明
ら
か
な
相
違
を
も
つ
一
群
の
テ
ク
ス
ト
を
、
異
稿
・
各
次
稿
と

い
っ
た
含
意
を
持
た
せ
る
た
め
、
通
例
に
倣
っ
て
本
稿
で
も
便
宜
的
に
「
ヴ
ァ
リ
ア
ン
ト
」
と
呼
ぶ
こ
と
と
し
た
い
。

（
２
）
「
改
稿
か
ら
見
る
足
穂
文
学
―
―
「
稲
生
ヴ
ァ
リ
ア
ン
ト
」
を
め
ぐ
っ
て
―
―
」（『
昭
和
女
子
大
学
大
学
院
日
本
文
学
紀
要
』
平
１５
・

３
）
参
照
。
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（
３
）

依
藤
氏
が
ヴ
ァ
リ
ア
ン
ト
と
し
て
挙
げ
て
い
る
の
は
、「
懐
し
の
七
月
」
と
「
山
ン
本
五
郎
左
衛
門
只
今
退
散
仕
る
」、「
稲
生
家＝

化
物
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
三
作
で
あ
る
が
、
前
掲
の
小
礒
氏
は
そ
れ
に
「
荒
譚
」
と
「
卍
の
町
」（
後
述
）
を
加
え
た
五
作
を
ヴ
ァ
リ
ア
ン

ト
と
し
て
い
る
。

（
４
）

川
村
湊
『
日
本
の
異
端
文
学
』（
集
英
社
新
書
、
平
１３
・
１２
）
参
照
。

（
５
）

高
橋
敏
夫
「
透
明
な
驚
き
の
主
宰
者
―
―
１
９
６
８
年
の
稲
垣
足
穂
」（『
季
刊
ブ
ッ
キ
ッ
シ
ュ
』
平
１４
・
５
）
等
参
照
。

（
６
）

椿
実
が
「
三
島
由
紀
夫
の
未
発
表
原
稿
」
の
題
で
、『
う
え
の
』（
昭
４７
・
５
）
に
紹
介
記
事
を
発
表
し
て
お
り
、
こ
の
三
島
の
「
稲

垣
足
穂
論
」
は
「
ク
ナ
ア
ベ
ン
リ
ー
ベ
」
と
し
て
、『
決
定
版
三
島
由
紀
夫
全
集
』
第
二
十
七
巻
（
新
潮
社
、
平
１５
・
２
）
に
収
録
さ
れ

た
。

（
７
）

本
文
か
ら
の
引
用
は
、『
稲
垣
足
穂
大
全
』（
前
掲
）
収
録
の
改
訂
版
「
山
ン
本
五
郎
左
衛
門
只
今
退
散
仕
る
」
を
定
本
と
し
た
『
稲

垣
足
穂
全
集
』
第
三
巻
（
筑
摩
書
房
、
平
１２
・
１２
）
に
拠
っ
た
。
括
弧
内
に
は
物
語
内
の
日
付
と
、
全
集
の
当
該
頁
数
を
付
し
た
。
以
下

同
様
。

（
８
）

川
村
湊
「
ス
ラ
ッ
プ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

少
年
と
物
ノ
怪
の
世
界
」（『
ユ
リ
イ
カ
』
昭
６２
・
１
）
参
照
。

（
９
）

例
外
と
し
て
、
二
十
六
日
目
に
真
木
善
六
と
い
う
「
力
持
」
が
登
場
す
る
。
善
六
は
平
然
と
臼
を
投
げ
飛
ば
す
ほ
ど
の
怪
力
を
持
っ

て
お
り
、
彼
の
勇
気
に
心
を
強
く
し
た
南
部
角
之
進
、
陰
山
正
太
夫
も
一
夜
を
乗
り
切
っ
て
い
る
。
真
木
善
六
に
つ
い
て
は
「
力
持
」
と

し
か
描
か
れ
て
い
な
い
。
依
藤
氏
（
前
掲
）
は
彼
が
平
太
郎
と
共
に
化
け
物
の
柿
を
食
べ
た
こ
と
に
触
れ
、
こ
の
「
異
界
と
の
接
触
」
が

彼
を
怪
異
に
対
抗
せ
し
め
た
と
推
測
し
て
い
る
。
し
か
し
、
柿
を
口
に
す
る
前
に
善
六
は
臼
を
投
げ
飛
ば
し
て
お
り
、
善
六
は
「
少
年
」

と
「
大
人
」
と
い
う
二
項
図
式
に
は
当
て
嵌
ま
ら
な
い
人
物
と
い
う
ほ
か
な
い
。

（
１０
）

鎌
田
氏
の
口
述
の
副
題
に
は
「
懐
し
の
七
月
」
の
名
し
か
な
い
が
、
あ
く
ま
で
「
懐
し
の
七
月
」、「
山
ン
本
五
郎
左
衛
門
只
今
退
散

仕
る
」、「
稲
生
家＝

化
物
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
三
篇
全
般
に
つ
い
て
語
っ
た
文
章
で
あ
る
。

（
１１
）

細
江
公
「
ハ
ッ
サ
ン
・
カ
ー
ン
、
オ
ー
マ
ン
、
芥
川
」（『
日
本
近
代
文
学
』
昭
６３
・
５
）
参
照
。

（１２５）

「
山
ン
本
五
郎
左
衛
門
只
今
退
散
仕
る
」
論
―
―
―

三
島
由
紀
夫
の
「
妖
怪
教
育
」




